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Ⅲ　区分別状況 

１　市民参加の取組み

　市民の豊かな知識や社会経験を市政に生かすため、市の施策に対し市民が意見や提案をする手続です。

(１)パブリックコメント手続

1
地域防災計画の修正
（実施計画時「地域
防災計画の改定」）

1～2月 7 37
総務局
危機管理課

2
千葉市避難行動要支
援者名簿に関する条例

9～10月 31 98
総務局
危機管理課

3
第2期千葉市財政健全
化プラン[平成26年度～
29年度]の策定

2～3月 3 14
財政局
資金課

4

千葉市指定特定非営
利活動法人の指定の
基準、手続等に関する
条例の制定

11～12月 4 11
市民局
市民自治推進課

5
防犯カメラの設置及び
運用に関するガイドライ
ン

1～2月 1 4
市民局
市民サービス課

　市の重要な施策を決定する際に、施策案を公表して広く市民の意見を募集し、提出された意見を考慮して施策を決定するとともに、
意見に対する市の考え方を公表する手続です。

所管課番号 項　目

本市の防災に関した内容を定めている地域防災計画を修正した。

概　　　要

災害時に自力で迅速な避難行動をとることが困難な方に対する避難
支援等の強化を図るため、市が保有する「避難行動要支援者」の個
人情報を、本人から拒否の意思表示がない限り、平常時から自主防
災組織や町内自治会等に提供できるよう条例を制定した。

撮影された個人のプライバシーの保護を図るために、防犯カメラの
設置者等が自主的に実施すべき事項を定めた「千葉市防犯カメラの
設置及び運用に関するガイドライン」を策定した。

意見数
実施時期

（意見募集）

千葉市指定特定非営利活動法人の指定の基準、手続等に関する条例
を制定した。

第2期千葉市財政健全化プラン[平成26年度～29年度]を策定した。

意見提出者数
(人）
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所管課番号 項　目 概　　　要 意見数
実施時期

（意見募集）
意見提出者数

(人）

6

健やか未来都市ちばプ
ランの策定
（実施計画時「新世紀ち
ば健康プラン次期計画
の策定」）

6月 5 13
保健福祉局
健康企画課

7
千葉市新型インフルエ
ンザ等対策行動計画の
策定

12月 1 1
保健福祉局
健康企画課

8
食品衛生監視指導計
画の策定

1月 3 14
保健福祉局
生活衛生課

9
千葉市動物の愛護及
び管理に関する条例の
一部改正

11～12月 17 73
保健福祉局
生活衛生課

10

指定障害福祉サービス
の事業等の人員、設備
及び運営に関する基準
を定める条例の一部改
正

12～1月 4 5
保健福祉局
障害企画課

11
千葉市工場立地法地
域準則条例の改正

11～12月 13 14
経済農政局
産業支援課

12
千葉市営住宅条例の
一部改正

10～11月 2 3
都市局
住宅整備課

13
千葉市自転車走行環
境整備計画

4～5月 4 20
建設局
自転車対策課

障害者総合支援法の一部改正（平成26年4月施行分）に係る関係省
令の一部が改正されたことに伴い、指定障害福祉サービス事業所等
が満たすべき基準を一部改正した。

本市における自転車施策の推進のため、自転車走行環境整備に関す
る事項を定めた「ちばチャリ・すいすいプラン」を策定した。

本市における子育て世帯を支援するため、市営住宅期限付き入居制
度を設け、千葉市営住宅条例を一部改正した。

千葉市新型インフルエンザ等対策行動計画を策定した。

本市の動物愛護及び適正飼養の推進を図ることを目的とする千葉市
動物の愛護及び管理に関する条例を一部改正した。

京葉臨海コンビナート地域における、立地企業の縮小・撤退の動き
を踏まえ、臨海部における企業の積極的な設備投資や企業立地を促
進し、市内経済の活性化を図るため、千葉市工場立地法地域準則条
例を一部改正した。

平成26年度における食品営業施設等の監視指導及び食品の試験検査
等を定める指導計画を策定した。

健康づくりの推進に関する計画を策定した。
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所管課番号 項　目 概　　　要 意見数
実施時期

（意見募集）
意見提出者数

(人）

14
千葉市読書環境整備
計画

1～2月 17 39
教育委員会
中央図書館管理課

・食育推進計画の策定

［参考] 附属機関が、市の条例・規則に準じて実施したもの

-
環境影響評価条例の
一部改正等に係る対
応方針

9月2日
～10月1日

2 23
環境局
環境保全課

本市における図書館サービスの向上とより良い読書環境を市民に提
供するため、主にハード面における整備の方向性を定める千葉市読
書環境整備計画を策定した。

※実施計画に掲載した下記の項目については実施しませんでした。

本市における環境影響評価制度の充実を図るため、環境影響評価方
法書段階での説明会の開催や電子縦覧等の手続きを新たに盛り込ん
だ環境影響評価条例の一部改正等に係る対応方針を策定した。

所管課番号 項　目 概　　　要
実施時期

（意見募集）
意見提出者数

(人）
意見数
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(２)公募委員を含む附属機関

1
情報公開・個人情報
保護審議会

7月 1 10 2
総務局
政策法務課

2

資産経営推進委員会
（実施計画時「千葉市
資産経営推進委員
会」）

年4回
(8月以降)

4 8 2
財政局
資産経営課

3
市民参加協働推進会
議

5月
10月
3月

3 11 3
市民局
市民自治推進課

4 文化芸術振興会議
6月
11月

2 10 2
市民局
文化振興課

5 スポーツ推進審議会
7月
2月

2 10 1
市民局
スポーツ振興課

6 男女共同参画審議会
7月
11月

2 15 2
市民局
男女共同参画課

　附属機関とは、法律や条例に基づいて設置する審議会などをいいます。公募による市民が委員に加わる附属機関において施策の調
査、審議等を行うことを市民参加手続として捉えています。

実施時期

情報公開の推進及び個人情報の保護を図るため、情報公開及び個
人情報の保護に関する重要事項等について調査審議した。
(委員10人中2人が公募委員)

平成25年4月からの資産経営システムの運用開始に合わせ、附属機
関を設置し、資産経営の取組みを調査審議した。
（8人中2人が公募委員）

開催回数
（回）

委員数
（人）

本市の市民参加・協働を推進するため、市民参加・協働実施計画
の策定に関する事項、市民参加・協働実施計画の実施状況に関す
る事項及びその他市民参加及び協働に関する事項について調査審
議した。
(委員11人中3人が公募委員）

本市の文化振興を目的として、文化行政施策や文化芸術振興計画
等について審議した。
(委員10人中2人が公募委員)

スポーツ基本法に基づき、スポーツの推進に関する取組みやス
ポーツ振興計画の進捗状況などについて審議した。
(委員10人中1人が公募委員)

男女共同参画社会の実現を目指し、男女共同参画社会の形成に向
けた取組みや新ハーモニープラン（後期計画）の進捗状況等につ
いて審議した。
(委員15人中2人が公募委員）

うち公募
委員数
（人）

番号 項　目 概　　　要 所管課
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実施時期
開催回数
（回）

委員数
（人）

うち公募
委員数
（人）

番号 項　目 概　　　要 所管課

7
健康づくり推進協議
会

年6回
（部会を含
む）

4 31 4
保健福祉局
健康支援課

8
国民健康保険運営協
議会

8月
2月

2 18 4
保健福祉局
健康保険課

9
福祉有償運送運営協
議会

5月
1月

2 7 2
保健福祉局
高齢福祉課

10
社会福祉審議会高齢
者福祉・介護保険専
門分科会

8月
3月

2 20 4
保健福祉局
高齢福祉課
介護保険課

11 子ども・子育て会議
6月
8月
3月

3 18 4
こども未来局
こども企画課

12 環境審議会

①7月
　11月
②7月
③7月

①2
②1
③1

①25
②11
③14

①2
②1
③1

環境局
環境総務課

13
廃棄物減量等推進審
議会

10月 1 20 2
環境局
廃棄物対策課

平成27年4月施行予定の「子ども・子育て支援新制度」に係る事業
計画の策定・進捗管理、給付対象施設の利用定員の設定等にあた
り、子育てや子育て支援の当事者の意見を聴取した。
（委員18人中4人が公募委員）

市民の健康づくりの総合的かつ効果的な推進を図るため、健康づ
くりのための事業の推進や環境整備等について審議した。
（委員31人中4人が公募委員）

国民健康保険法に基づき、国民健康保険事業の運営に関する重要
事項について審議した。
(委員18人中4人が公募委員)

道路運送法に基づく福祉有償運送について、千葉市における運送
の必要性や課題、利用者の安全と利便の確保に係る方策等を審議
した。
(委員7人中2人が公募委員)

高齢者福祉及び介護保険事業を円滑に実施するため、事業計画の
進捗状況等について審議・報告した。
(委員20人中4人が公募委員)

環境の保全及び創造に関して、基本的事項を調査審議した。
（委員25人中2人が公募委員）
また、審議会の下に、個別事項について審議する部会を設置し
た。
①千葉市環境審議会、②環境総合施策部会、③環境保全推進計画
部会

廃棄物の減量及び適正処理を推進するため、一般廃棄物（ごみ）
処理基本計画の進捗状況や家庭ごみ手数料徴収制度等について審
議した。
（委員20人中2人が公募委員）
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実施時期
開催回数
（回）

委員数
（人）

うち公募
委員数
（人）

番号 項　目 概　　　要 所管課

14 都市計画審議会
5月
11月
2月

3 23 3
都市局
都市計画課

15 景観総合審議会 5月 1 14 2
都市局
都市計画課

16 住宅政策審議会

6月
8月
11月
1月

4 20 2
都市局
住宅政策課

17
下水道事業経営委員
会

8月
11月
3月

3 10 3
建設局
下水道経営課

18 病院運営委員会 10月 1 11 2
病院局
経営企画課

19
各区公民館運営審議
会

6月
3月

12 74 1
教育委員会
各区中核公民館

20 博物館協議会
7月
3月

1 10 1
教育委員会
加曽利貝塚博物館

下水道事業の健全な経営基盤の確立を図るため、下水道事業中長
期経営計画に基づく事業の執行について評価・検証を行った。
(委員10人中3人が公募委員)

居住水準の向上及び住環境の整備、公的住宅の供給及び管理の在
り方、民間住宅に係る施策の在り方等の住宅政策に関する重要事
項について調査審議した。
(委員20人中2人が公募委員）

屋外広告物条例及び都市景観条例の規定により、その権限に属せ
られた事項を調査審議した。
(委員14人中2人が公募委員）

都市計画法に基づき、本市が決定する都市計画及び県が決定する
都市計画に対する本市の意見等について調査審議した。
(委員23人中3人が公募委員)

青葉病院及び海浜病院の円滑な運営を図るため、病院の運営及び
改革に関する事項や地域医療連携に関する事項などについて審議
した。
（委員11名中2名が公募委員）

博物館の運営や事業実施に関し、館長の諮問に応ずるとともに、
市民等の意見を反映させるため、審議を行った。
(委員10人中1人が公募委員)

公民館の運営や各種事業の実施について市民等の意見を反映させ
るため、区内公民館の利用状況や事業計画・報告等について審議
した。
(家庭教育の向上に資する活動に関する委員1人が公募委員)
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実施時期
開催回数
（回）

委員数
（人）

うち公募
委員数
（人）

番号 項　目 概　　　要 所管課

21 図書館協議会
7月23日
11月26日
3月20日

3 10 2
教育委員会
中央図書館管理課

・国民保護協議会

・社会教育委員会議

・生涯学習審議会

図書館運営及び図書館奉仕について市民等の意見を反映させるた
め、事業計画や事業報告等について協議するとともに、「千葉市
図書館サービスプラン2010」に基づく第三者評価を行った。
(委員10人中2人が公募委員）

※実施計画に掲載した下記の項目については実施しませんでした。
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(３)ワークショップ

1
消費者教育の推進に係
る課題整理のための
ワークショップ

8～1月 5 100
市民局
消費生活センター

2
こども・若者の力
ワークショップ

11～3月 15 159
こども未来局
こども企画課

3
海辺（稲毛～幕張）の
グランドデザイン策定に
係るワークショップ

11月
12月
1月

3 35
都市局
緑政課

4
都市計画道路新港横
戸町線道づくりに関
する緑化検討会

11月
2月

2 20
建設局
街路建設課

5
こてはし台調整池水
辺づくり協議会

8月 1 25
建設局
下水道計画課

6
市立病院基本構想等
の策定

10～3月 10 20
病院局
経営企画課

参加者数
（人）

こてはし台調整池の多目的利用の一つとして、市民に親しめる水辺とな
るよう、維持管理等について協議した。
構成員：周辺町内自治会長・副会長・元役員、エコリーダー、地元小学
校長、千葉大学教授等及び市職員、計40人

概　　　要

　市民と職員、あるいは市民同士が、議論や作業を重ねながら意見をまとめていく会合をいいます。参加者が対等な立場で自由に意
見を出し合い、お互いの考えを尊重しながら合意形成をしていきます。

消費者教育推進計画の策定に向け、千葉市の消費生活の現状について、
市民等と率直な意見交換を行い、人的・予算的・インフラ的に限られた
資源を有効活用し、最大限の効果を発揮する手法や市民へのアンケート
内容を検討した。
構成員：公募による市民、学校関係者、事業者、地域団体、市職員

地域のニーズを反映した道づくりを推進するため、新港横戸町線沿線及
びその周辺の緑化に関心のある市民が公募で集まり、沿道の緑化に関す
る計画や設計の素案等を検討した。
構成員：沿道及びその周辺の住民や団体

子どもの自覚と自立を促し、社会参画を推進するため、子どもを取り巻
く様々な課題について、子どもと行政が検討した。
構成員：市内の小学校5年生～高校生、市職員

項　目

20～30年後の稲毛～幕張の海辺の未来像について市民が議論や作業を重
ね、海辺のグランドデザイン策定のための基礎調査として実施した。
構成員：11月　小学校高学年
　　　　12月　市内在住、在勤、在学者
　　　　1月 　市内在住、在勤、在学者

所管課
開催回数
（回）

番号

市立病院基本構想等の見直しに向けて、両市立病院の役割分担や連携の
あり方を市民を交えて検討した。
構成員：市内在住、在勤者

実施時期
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参加者数
（人）

概　　　要項　目 所管課
開催回数
（回）

番号 実施時期

7
学校適正配置地元代
表協議会

概ね2か月
毎に実施

16 338
教育委員会
企画課

8
環境に優しい街づくり
ワークショップ

10月13日 1 6
教育委員会
生涯学習振興課

・せせらぎと心をいやす中溝花街道実現推進協議会

※実施計画に掲載した下記の項目については実施しませんでした。

環境に優しい街づくりの実現に向け、「どんな街に住みたいか」を中心
課題として問いかけ、今後の未来やエネルギー、住みやすい街づくり等
について検討した。
構成員：千葉大学教授、大学生

子どもたちのより良い教育環境の整備と教育の質の充実を目指し、学校
適正配置（小・中学校の統合等）について検討した。25年度は、幸町、
千城台、花見川の3地区で開催した。
構成員：町内自治会連絡協議会会長、青少年育成委員会会長、ＰＴＡ・
保護者会会長、地元自治会会長、学校評議員の代表者、20人程度

10 
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1 外国人市民懇談会
6月
12月

2 40
総務局
国際交流課

2
ちば市民活力創造プラ
ザ運営協議会

年6回
(奇数月)

6 51
市民局
市民自治推進課

3
特定非営利活動法人の
条例個別指定制度導入
に関する意見交換会

8月 1 16
市民局
市民自治推進課

4 市長との懇話会
7月
11月

2 34
市民局
市民自治推進課

5 ごみ問題検討委員会
6月
3月

2 28

市民局
市民自治推進課
環境局
廃棄物対策課

6 ランチ・ミーティング 9～3月 7 50
市民局
広聴課

利用の促進方策、事業の企画及び実施など、プラザの運営をより良く
するため、登録団体に所属する市民が意見交換を行った。
構成員：プラザ登録団体に所属する市民12人

特定非営利活動法人の条例個別指定制度導入にあたり、基準・手続等
に関する意見交換会を実施した。
対象：中間支援を行うＮＰＯ法人

地域におけるごみ処理に係る諸問題について検討するため、区町内自
治会連絡協議会会長等が参加し、意見交換を行った。
構成員：各区の会長及び会長が推薦する地区町内自治会長2人、計18人

(４)意見交換会

　市民と職員、あるいは市民同士が市の施策について意見を交換する手続です。また、施策に対する市民の理解を得るために行う説明
会の中で、意見の聴取や意見の交換を行うものもあります。

概　　　要

地域における諸問題について解決策を検討するため、区町内自治会連
絡協議会会長等と市長が意見交換を行った。
構成員：区町内自治会連絡協議会会長、副会長、女性役員、計24人

開催回数
（回）

市長が市民と昼食をとりながら、市政などに関して意見交換を行っ
た。
対象：市内で定期的に活動を行っている団体

参加者数
（人）

今後の国際化施策の参考とするため、市内に居住する外国人市民等と
意見交換を行った。
対象：公募による外国人市民

番号 項　目 実施時期 所管課

11
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概　　　要
開催回数
（回）

参加者数
（人）

番号 項　目 実施時期 所管課

7 市長との対話会
10月
１月

7 236
市民局
広聴課

8 市長の出前講座
10月
１月

8 273
市民局
広聴課

9 市政出前講座 6～3月 81 2,194
市民局
広聴課

10 ツイッター版対話会
10月
１月

2 401
市民局
広聴課

11
男女共同参画センター
利用者懇談会

3月 1 6
市民局
男女共同参画課

12
区地域福祉計画推進協
議会

各区2～5回 20 420
保健福祉局
地域福祉課

13
食の安全に関する講演
会・意見交換会

1月 1 60
保健福祉局
生活衛生課

事業を所管する職員が市民の集会・会合等に出向き、市の施策や事業
について説明し、市民と意見交換を行った。
対象：市内在住・在勤・在学の概ね20人以上が参加する集まり

今後の市政運営に活かすため、全市的なテーマを設定し、市長と市民
がテーマに沿った意見交換を行った。
対象：市内在住・在勤・在学者

市長が市民の集会・会合等に出向き、市政に関するテーマに沿って説
明し、市民と直接対話を行い質疑応答を行った。
対象：市内在住・在勤・在学の概ね20人以上が参加する集まり

食の安全に関する講演会を開催するとともに、次年度の食品衛生監視
指導計画案について、消費者である市民、食品等事業者、市の3者で意
見交換会を行った。
対象：市民一般、食品等事業者

区地域福祉計画の推進のため、地域住民、地域福祉活動者及び社会福
祉事業者等が情報交換を行った。
構成員：各区の公募住民、地域福祉活動者、社会福祉事業者等

施設の利用やセンターの行事について円滑な運営の参考とするため、
センターの利用経験がある市民を公募し、意見交換を行うとともに、
センターの広報活動や主催事業に協力していただいた。
構成員：公募市民

全市的なテーマを設定し、市長と市民がテーマに沿った意見交換をツ
イッターを活用して実施した。（「市長との対話会」のインターネッ
ト版）
対象：千葉市政に関心のある方

12
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概　　　要
開催回数
（回）

参加者数
（人）

番号 項　目 実施時期 所管課

14
こども・若者の力
フォーラム

3月 1 129
こども未来局
こども企画課

15
子ども交流館子ども運
営委員会

毎月1回 12 102
こども未来局
こども企画課

16
コミュニティビジネ
ス・シンポジウム

11月 1 51
経済農政局
産業支援課

17 商店街の活性化 2月 1 34
経済農政局
産業支援課

18
いずみグリーンビレッ
ジ推進会議

7月
3月

2
17 経済農政局

農業経営支援課

19 「人・農地プラン」の策定

話し合い
10月
検討会
2月

話し合い
1

検討会
1

話し合い
8

検討会
7

経済農政局
農業経営支援課

子どもたちの自主性を育むとともに、より魅力ある施設運営を行うた
め、イベントの企画・運営、施設利用のルールづくりなどについて、
意見交換を行った。
構成員：中・高校生を中心とした施設利用者

商業活動の充実を図り、市内経済の活性化を推進するため、市が実施
する経済振興施策、商業団体(商店街)における現状、課題などについ
て意見交換を行った。
対象：市内商業団体

コミュニティビジネスの普及・促進を図るため、関係機関・近隣自治
体と連携し、コミュニティビジネスに関心を寄せる市民等を対象とし
たシンポジウムを開催した。
構成員：千葉市コミュニティビジネス推進協議会、広域関東圏コミュ
ニティビジネス推進協議会、関東経済産業局、市原市、佐倉市、習志
野市、八街市、四街道市

農業が抱える人と農地の問題を解決するために、地域・集落における
農業者との話し合いや検討会を開催し、「人・農地プラン」を策定し
た。
・対象：地域の農業者
・検討会委員：県農業事務所改良普及課、千葉市指導農業士・農業士
会、農業委員会、千葉市農地利用集積円滑化団体の各職員、農業者等

農業の振興と交流機能の整備を図り、地域の活性化を図ることを目標
に策定した基本構想・基本計画を効率的に推進するため、対象地域の
代表者による意見交換を行った。
構成員：若葉区東部鹿島川流域の町内自治会から各1人、計18人

子どもの自覚と自立を促し、社会参画を推進するため、「こども・若
者の力ワークショップ」で取りまとめられた意見を参考に、子どもを
取り巻く様々な課題について、子どもと専門家、行政がともに考え意
見交換を行う、こども・若者の力フォーラムを開催した。
対象：小学校高学年～高校生、子どもに関わる団体、市民
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概　　　要
開催回数
（回）

参加者数
（人）

番号 項　目 実施時期 所管課

20
都市計画の決定・変更
に係る公聴会等

11月
3月

2 3
都市局
都市計画課

21 交通安全総点検
中央区、若
葉区、緑区
で各区１回

3 72

建設局
維持管理課
各区役所
地域振興課

22
誉田駅周辺まちづくり
協議会

12月 1 17
建設局
道路建設課

23
都市計画道路新港横戸
町線道づくり協議会

9月
3月

2 29
建設局
街路建設課

24
都市計画道路新港横戸
町線道づくりについて
の地区別検討会

7月
8月
12月

3 8
建設局
街路建設課

25
坂月川河川改修に関す
る意見交換会

11月 1 4
建設局
都市河川課

26
中央区自主企画事業
区民対話会

11～2月 5 150
中央区役所
地域振興課

市民に身近な河川を目指し、河川改修及び協働で維持管理を行う方法
について検討するため、公募による市民団体と意見交換を行った。
対象：公募市民団体

誉田駅周辺のまちづくりに当たり、地域のニーズに合ったまちづくり
を実現するため、道路施設等の景観整備について意見交換を行った。
構成員：町内自治会代表者、交通事業者及び学識経験者、計24人

新港横戸町線の整備に当たり、地域のニーズを反映した道づくりを推
進するため、沿道の各地区に関する課題について検討した。
検討結果は、｢道づくり協議会｣に報告した。
対象：沿道の16町内自治会会員及びマンション住民

中学校区単位を対象に、市政・区政に関する情報を発信するととも
に、区民の意見や提案などを施策に反映していくために、区長が直接
区民と対話を行った。
構成員：コミュニティづくり懇談会や町内自治会連絡協議会を通じて
市民に対して公募を募った。

新港横戸町線の整備に当たり、地域のニーズを反映した道づくりを推
進するため、よりよい道づくりの実現案を検討した。
構成員：沿道15町内自治会と3事業所の代表者、学識経験者2人、計20
人

都市計画の決定・変更に際し、都市計画法及び｢千葉市都市計画公聴会
等に関する規則｣に基づく公聴会や都市計画説明会を開催し、意見交換
を行った。
対象：住民及び利害関係人

地域の人々や道路利用者の主体的な参加のもと、地域の交通安全を確
保するため、特定地域内における道路交通環境について、道路利用者
のそれぞれの立場から点検を行った。
対象：地域住民、障害者団体、学校関係等

14
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概　　　要
開催回数
（回）

参加者数
（人）

番号 項　目 実施時期 所管課

27
花見川区自主企画事業
区民対話会

1月
3月

2 47
花見川区役所
地域振興課

28
稲毛区自主企画事業
区民対話会

11月
2月

2 49
稲毛区役所
地域振興課

29
若葉区自主企画事業
区民対話会

7月
3月

2 18
若葉区役所
地域振興課

30
緑区自主企画事業
区民対話会

12月14日
2月22日

2 32
緑区役所
地域振興課

31
美浜区自主企画事業
区民対話会

6月
3月

2 43
美浜区役所
地域振興課

32 学校評議員会
各学校の計
画による

各学校
2～5

各学校
6～12

教育委員会
学事課

33
学校・家庭・地域連携
まちづくり推進会議

年1回
各中学校区

による
（2～3）

95,120
教育委員会
指導課

市政・区政に関する情報を発信するとともに、区民の意見や提案など
を施策に反映していくために、区長が直接区民と対話を行った。
構成員：市民団体、学生ボランティア（大学生）

区の広報・広聴事業の一環として、区政に関する情報について、区長
と区民の対話会を行った。
対象：各回ごとに設定したテーマに関心のある市民

市政・区政に関する情報を発信するとともに、区民の意見や提案など
を施策に反映していくために、区長が直接区民と対話を行った。
対象：子育てサークルや町内自治会、市内の大学生等

学校・家庭・地域社会の三者連携により、各地域の特色ある活動を推
進するため、各中学校区を単位としたまちづくりに関する意見交換を
行った。
構成員：学校関係者、保護者代表、地区内教育関係者、児童生徒代表
等

市政・区政に関する情報を発信するとともに、区民の意見や提案など
を施策に反映していくために、区長が直接区民と対話を行った。
対象者　1回目　中学生(2名×8校）
        2回目　町内自治会関係者（16名内女性4名）

地域の実情に応じた学校運営を行うため、各小学校、中学校、特別支
援学校及び高等学校で保護者や地域住民等と意見交換を行った。
構成員：各学校の保護者、地域住民等

区の広報・広聴事業の一環として、区民と協働した住みよいまちづく
りを推進するため、区長と区民の対話会を行った。
対象：町内自治会等
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概　　　要
開催回数
（回）

参加者数
（人）

番号 項　目 実施時期 所管課

34 公民館運営懇談会
各公民館で
1～5回

85 740
教育委員会
各公民館

35 移動農政懇談会 7～8月 2 47
農業委員会
事務局

・生実川環境整備に関する意見交換会

市の農業施策に対する意見・要望を取りまとめた建議書の作成のた
め、農業従事者と意見交換を行った。
対象：認定農業者、新規就農者等

公民館運営や各種事業の実施について市民の意見を反映させるため、
公民館活動について、意見交換を行った。
構成員：学校教育関係者、社会教育関係者、社会教育活動に熱意・理
解のある者等

※実施計画に掲載した下記の項目については実施しませんでした。
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1 第2次実施計画の策定 1月 4 14
総合政策局
政策企画課

2

公共施設見直し方針策
定に係る意見募集
（実施計画時「資産総
量の縮減に関する方針
（仮称）の策定」）

9～10月 9 48
財政局
資産経営課

3
環境基本計画の点
検・評価結果に対す
る意見募集

通年 0 0
環境局
環境総務課

4
都市計画の決定・変
更に係る公告・縦覧

10月
１月

0 0
都市局
都市計画課

5
動物公園リスタート構
想（案）に対する市民意
見募集

1～2月 74 372
都市局
動物公園

6
公共下水道事業計画
の変更に係る公告・
縦覧

1月24日
～2月7日

0 0
建設局
下水道計画課

7

小・中・高校生による科
学館への提案(より良い
科学館への提案発表
会)

3月23日 1 1
教育委員会
生涯学習振興課

　市の施策に対する市民の意見を応募する手続です。パブリックコメント手続も市民の意見を募集する手続ですが、この「意見募集」
はパブリックコメント手続を除いたものとしています。

(５)意見募集

実施時期
意見提出者数

（人）
意見数（件）番号 項　目 概　　　要

千葉市動物公園リスタート構想策定の参考とするため、その素案を
ホームページに掲載し、市民からの意見を募集した。
対象：市民一般

所管課

科学館をより良くするため、今後の科学館運営について意見を募集
した。
対象：市内の小・中・高校生

都市計画の決定・変更に際し、都市計画法第17条に基づく都市計画
の案の公告・縦覧を実施した。
対象：住民及び利害関係人

公共施設見直し方針の策定に向け、素案を公表し、意見を募集し
た。
対象：一般市民

今後の環境基本計画の策定及び環境施策の展開に反映するため、平
成24年度に実施した市の施策・事業についての点検・評価結果を千
葉市環境白書やホームページに掲載し、意見を募集した。
対象：市民一般、事業者

公共下水道事業計画の変更に際し、下水道法施行令第3条の規定に
基づき、事業計画の変更内容について、公告・縦覧を実施した。
対象：住民及び利害関係人

新基本計画に基づく、平成27年度から平成29年度の3年間に実施す
る具体的な事業を示す第2次実施計画の策定に向け、重点的に取り
組むべき分野・施策・事業などについて、意見を募集した。
対象：一般市民
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1

特定非営利活動法人
の認定・仮認定・条例
個別指定制度に関する
アンケート調査

特定非営利活動法人の条例個別指定制度導入にあたり、寄
附金の受け入れ状況や、認定制度における寄附金要件につ
いての意識等に関するアンケート調査を実施した。
対象：市内のＮＰＯ法人のうち、前年度決算において一定
の受入寄附金がある法人

8月 50 30 60
市民局
市民自治推進課

2 メディア接触度調査

より効果的な情報提供に資するため、広報課で所管する媒
体に係る市民の接触度等を調査した。
対象：市内在住の20歳以上（住民基本台帳から3,000人を
無作為抽出）

7～8月 3,000 1,187 39.6
市民局
広報課

3
インターネットモニ
ター

市民意識を把握し、施策等の検討に役立てるために、イン
ターネット上でモニター登録を募集した。また、モニター
を対象にアンケート調査を実施した。
対象：市内在住の15歳以上の方で、インターネット及び
メールを日本語で利用できる方
※H25,3,31現在　登録者数3,940人

5～3月 44,458 16,128 36.3
市民局
広聴課

4
区役所窓口アンケー
ト

市民との接点における区役所職員の応接の改善を図り、さ
わやかで心の通う市民サービスを提供するため、窓口を訪
れた市民を対象にアンケート調査を実施した。
対象者：来庁した市民

12月 - 1,819 -
中央区役所業務改善
推進室
各区役所地域振興課

5 図書館利用アンケート

実際に図書館を利用している市民の意見を図書館サービス
に反映するため､図書館利用の状況や利用者の満足度の調
査を実施し､図書館サービスの評価に活用した。
【調査対象】
千葉市の各図書館14館（移動図書館を含む）の来館者

2月 2,082 1,907 91.6
教育委員会
中央図書館管理課

対象者数
（人）

回答者数
（人）

回答率
（％）

所管課番号

　市の施策に対する市民の意向を把握するために行う調査です。「意見募集」のように自由に意見を述べるものではなく、あらかじめ
設定された質問答える形式で行うものです。

(６)アンケート調査

項　目 概　　　要 実施時期

18
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(７)その他の市民参加手続

1 市長への手紙等 通年 1,584
市民局
広聴課

2 園長への手紙 通年 109
都市局
動物公園

その他の市民参加手続として、随時に市政に対する意見、要望等を提出する「市長への手紙」などの広聴制度があります。

番号 項　目 実施時期
意見数
（件）

所管課概　　　要

来園者の目線にたった施設整備や運営を行うため、動物公園に対する
要望、提案、意見等を動物公園内の科学館に備え付けた投書箱や電子
メールで受け付けた。
要望、提案、意見等に対する回答は必要に応じて個別に行った。

市政に関する要望、提案、意見等を区役所、公民館等116か所に備え付
けた封筒と便せんを用いて、市民や団体から市長あてに提出していた
だいた。また、電子申請でも受付を行った。そのうえで、主な意見、
提案等の要旨とそれに対する市の回答要旨を市ホームページで公表し
た。

19
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(１)委託

団体名など 選定方法

1
ちば市民活力
創造プラザ運
営

市民公益活動の促進を図るための拠点
施設であるちば市民活力創造プラザの
運営を、市民公益活動の支援を目的と
し、専門性やノウハウを有するＮＰＯ
法人に委託した。

平成17年度

利用者数
15,466人
相談件数
94件
会議室利用件数
1,116件

特定非営利活動
法人まちづくり
千葉

市民公益活動の支
援を目的とするＮ
ＰＯ法人を対象に
募集し、企画提案
を審査して選定し
た。

10,500
市民局
市民自治推進課

2
町内自治会へ
の行政事務委
託

行政文書等の回覧・配布等を効果的に
行うため、地域住民間での情報伝達手
段を持つ町内自治会に委託した。

昭和45年度

上期行政事務委託料
支払い対象自治会数
1,059
下期行政事務委託料
支払い対象自治会数
1,067

千葉市町内自治
会連絡協議会

地域住民相互の協
力が不可欠な回
覧・配布事務に際
して、連絡体制が
確立されている団
体を選定した。

118,300
市民局
市民自治推進課

3
地域開放モデ
ル事業

市民の主体的な活動の場を広げるため
に開放している小学校の跡施設（１か
所）の管理運営を、町内自治会等の地
域団体関係者で構成される運営委員会
に委託した。

平成19年度
利用者数
4,344人

旧花五小施設運
営委員会

地域住民による自
主的な管理運営を
図るため、町内自
治会等の地域団体
関係者で構成され
る運営委員会に業
務を委託した。

1,302
市民局
市民自治推進課

番号 項　目 概　　　要
協働の

開始年度
市事業費
（千円）

２　協働の取組み

　市民と市が力を合わせて様々な公共の課題を解決するものです。

　市が実施責任を負う事業を市民に実施してもらうものです。

所管課事業の実績

協働相手

20 
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団体名など 選定方法

番号 項　目 概　　　要
協働の

開始年度
市事業費
（千円）

所管課事業の実績

協働相手

4
空き教室地域
開放モデル事
業

市民の主体的な活動の場を広げるため
に開放している中学校の空き教室等の
管理運営を、町内自治会等の地域団体
関係者で構成される運営委員会に委託
した。

平成19年度
2か所
利用者数
7,924人

おゆみ野ふれあ
い館地域活動施
設管理運営委員
会／磯辺地域
ルーム管理運営
委員会

地域住民による自
主的な管理運営を
図るため、町内自
治会等の地域団体
関係者で構成され
る運営委員会に業
務を委託した。

348

市民局
市民自治推進課
緑区役所
地域振興課
美浜区役所
地域振興課

5
運動広場管理
運営事業

市民の体力向上と健康維持を図るた
め、手軽にできるスポーツ・レクリ
エーションの場として設置している運
動広場(20か所)の日常的な管理運営
を、運動広場の利用団体、地元町内
会、PTA役員などで構成される運動広
場管理運営委員会に委託した。

昭和52年度

運動広場
20ヶ所
利用者数
144,135人

各施設ごとに設
置されている運
動広場管理運営
委員会

利用団体、地元町
内会、ＰＴＡ役員
などで構成する運
営委員会を設置
し、管理運営の委
託契約を締結し
た。

6,351

市民局
スポーツ振興課
各区役所
地域振興課

6
学校体育施設
開放運営事業

体力づくり及びコミュニティ活動を図
ることを目的として市民に開放する市
内の小・中学校の校庭・体育館・武道
場の運営を、利用団体や地域の各種団
体代表等により構成される学校体育施
設開放運営委員会に委託した。

昭和41年度

小学校
（校庭・体育館）113
校
利用者数　1,920,738
人
中学校
（校庭・体育館・武
道場）
55校
利用者数
269,741人

各学校ごとに設
置されている学
校体育施設開放
管理運営委員会

利用団体、地元町
内会、ＰＴＡ役員
などで構成する運
営委員会を設置
し、管理運営の委
託契約を締結し
た。

13,416
市民局
スポーツ振興課

7
食の自立支援
事業

在宅の自炊をすることが困難なひとり
暮らし高齢者等に対し、食関連サービ
スの利用調整を行い、調理、配食を行
う業務を、ボランティア団体等に委託
した。

平成8年度

利用者数
324人
配食数
51,936食
（民間事業者への委
託も含む）

社会福祉法人及
びボランティア
団体
7団体

厨房施設を併設し
ている社会福祉法
人等で、実績を考
慮し、選定した。

22,506
（民間事
業者への
委託料も
含む）

保健福祉局
高齢福祉課
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団体名など 選定方法

番号 項　目 概　　　要
協働の

開始年度
市事業費
（千円）

所管課事業の実績

協働相手

8
障害者の明る
いくらし促進
事業

精神障害者の社会参加の促進を図るた
めに実施する精神保健福祉教室やボウ
リング大会などの運営を、精神障害者
に関する知識や理解を有するＮＰＯ法
人に委託した。

平成10年度

（参加者）
ボウリング大会　120
人
ディライトフル・
フェスタ
233人
スプリングフェス
ティバル
268人

ＮＰＯ法人千家
連

精神障害者家族連
合会を母体として
認可されたＮＰＯ
法人であり、精神
障害者に対しての
知識及び理解、ま
た実績を考慮し、
１者選定した。

1,079
保健福祉局
障害者自立支援課

9
都市農業交流
センター管理
運営

都市部と農村部の交流を促進し、農業
振興と地域の活性化を図るため、セン
ターの管理運営を地元住民で組織され
る団体に委託した。さらに委託団体
は、地域密着型農業のノウハウを生か
し、周辺農地を活用した自主事業を地
域住民と連携して行った。

平成19年度

合計利用者数
171,048人
研修室利用件数
253件
市民農園利用区画数
262区画

富田町管理運営
組合、下田ふれ
あい交流施設管
理運営組合、中
田市民農園管理
運営組合

地域密着型農業の
ノウハウを持つ地
元団体を選定し
た。

48,898
経済農政局
農業経営支援課

10

子どもたちの
森公園プレー
パーク運営業
務

自然の中で子どもたちが自分の責任で
自由に遊ぶことを通じ、自主性や社会
性を育むことを目的に整備した子ども
たちの森公園の運営を、計画段階から
関わってきた市民団体に委託した。

平成19年度

開園日数
255日
来園者
15,620人

自然遊びわかば
の会

プレーパークの計
画段階から関与し
てきた地域団体で
ある「自然あそび
わかばの会」を選
定した。

5,810
都市局
緑政課

11

緑区自主企画
事業
都市部住民と
農業生産者の
交流

区内の都市部（消費者）と緑区に根付
いている農村部（生産者）との交流の
促進と地域の活性化を図ることを目的
とし、農産物の紹介・販売、農村の生
活文化等の紹介業務を事業者に委託し
た。

平成25年度
参加者
1,000人

㈲旬菜とけ

区内の農家が生産
した農産物を短期
間に相当量確保で
き、かつ農産物の
紹介者を招致でき
る事業者に委託を
した。

108
緑区
地域振興課

12
ボランティア
教育推進事業

進んで他に奉仕するボランティア精神
を養うために中学生が様々なボラン
ティア体験を行う事業を実施した。事
業実施に当たり、ＰＴＡ、保護者会の
役員等をメンバーとする推進委員会に
委託した。

平成6年度
7中学校区の延べ
3,544人がボランティ
ア活動に参加

各中学校区ボラ
ンティア教育推
進委員会

希望する中学校か
ら7校をボランティ
ア教育推進校に指
定し、推進委員会
を各校に編成し
た。

280
教育委員会
指導課
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団体名など 選定方法

番号 項　目 概　　　要
協働の

開始年度
市事業費
（千円）

所管課事業の実績

協働相手

13

子どもの夢を
はぐくむ学校
サポート推進
事業

確かな学力の育成をはじめ、特色ある
教育活動の推進、特別に支援を要する
児童生徒への支援をとおして円滑な学
校運営に寄与するために、退職職員等
を学校支援員として学校に配置する事
業を実施した。事業実施に当たり、学
校支援に関心を持つ市民から組織され
るＮＰＯ法人に委託した。

平成22年度
小・中・特別支援学
校、計94校に128人を
配置

ＮＰＯ法人ちば
教育夢工房

学校のニーズに
合った学校支援員
を、応募した退職
教職員や学生、市
民等から選出し
た。

1,970
教育委員会
指導課

14
旧生浜町役場
管理事業

市指定文化財である旧生浜町役場庁舎
を公開し、見学者に良好な学習環境を
提供するため、庁舎の管理、運営をＮ
ＰＯ法人に委託した。ＮＰＯ法人は、
さらに地域の歴史に即した自主事業を
行った。

平成19年度
利用者
1,120人

ＮＰＯ法人ち
ば・生浜歴史調
査会

旧生浜町役場庁舎
運営・管理業務に
おける提案を公募
し、選定した。

1,122
教育委員会
生涯学習振興課

15
放課後子ども
教室推進事業

子どもたちが地域社会の中で心豊かで
健やかに育まれる環境づくりを進める
ため、放課後に小学校の校庭や体育
館、余裕教室等を活用したスポーツ・
文化活動や学習機会の提供等を、地域
住民等で組織された各学校ごとの実行
委員会に委託して行った。

平成19年度

年間平均実施日数
21.2日
参加児童延人数
92,474人
指導員・協力員
延人数
24,522人

放課後子ども教
室実行委員会

各小学校ごとに地
域の方々や保護者
等のボランティア
により組織される
団体を選定し、各
校に編成した。

10,327
教育委員会
生涯学習振興課

16
特別教室開放
事業

学校・家庭・地域住民の連携及び協力
を図るため、土・日曜日に小学校の特
別教室を開放する事業を地域住民等で
構成される運営委員会に委託した。

平成15年度

年間利用日数
159日
延利用時間
1,363時間
延利用人数
7,384人

特別教室開放運
営委員会

社会教育関係者、
児童福祉関係者、
地域住民等により
組織される団体を
選定した。

1,467
教育委員会
生涯学習振興課
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協働相手側 市側

1
国際ふれあい
フェスティバ
ル

国際交流・国際協力への理解と関心
を促進するとともに、団体同士の
ネットワークづくりを目的として、
市やボランティア団体等と国際交流
協会による運営協議会が共催で展示
やパフォーマンスを行うフェスティ
バルを開催した。

平成6年度

2月9日に実施
出演団体
26団体（187人）
来場者数
約600人

ちば市国際ふれあ
いフェスティバル
運営協議会（事務
局：千葉市国際交
流協会）

参加者、観
覧者の募
集、企画・
運営

運営協議会
に参画、出
展、広報の
協力

0
総務局
国際交流課

2
幕張新都心コ
ミュニティサイ
クル社会実験

幕張新都心における観光及びコンベ
ンション産業等に係る地域資源の回
遊性の向上を図るため、千葉市観光
協会と共催で、「幕張新都心コミュ
ニティサイクル事業」社会実験を実
施した。

平成25年度

12月17日供用開始
、2月利用実態調
査を実施。全国平
均と比べ非常に多
くの利用者に活用
されている結果と
なった。
（回転率；平日
2.7回、休日3.9
回、全国平均0.4
回）

千葉市観光協会

社会実験の
検証・結果
の取りまと
め、事業実
施

社会実験の
検証・結果
の取りまと
め、各種申
請　手続き

0
総合政策局
政策企画課

3 市民法律講座

市民の法知識の向上の一助となるよ
う、千葉県弁護士会との共催で、市
民生活に身近な法律問題を題材とし
た講座を開催した。

昭和53年度

3月8日(土)開催
受講者数
101名
全体の87.5％の方
が「有意義であっ
た」と回答

千葉県弁護士会
受講者の募
集、企画・
運営

会場使用料
の支出、広
報の協力

110
市民局
広聴課

4 市民芸術祭

市民文化の向上と芸術文化の振興を
図るため、千葉市文化連盟との共催
で、市内の芸術文化団体の日頃の諸
活動の成果の発表を行う芸術祭を開
催した。

昭和46年度

2月16日～3月30日
実施出演者等
2,632人
観覧者数
35,635人

千葉市文化連盟

参加者、観
覧者の募
集、企画・
運営

負担金の支
出、広報の
協力、会場
確保

3,942
市民局
文化振興課

(２)共催

　市民と市が共に主催者（事業の実施主体）となって、事業を実施するものです。

項　目 概　　　要 事業の実績
団体名など

役割分担番号
協働の

開始年度
市事業費
（千円）

所管課

協働相手について
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協働相手側 市側

項　目 概　　　要 事業の実績
団体名など

役割分担番号
協働の

開始年度
市事業費
（千円）

所管課

協働相手について

5
スポーツ・レ
クリエーショ
ン祭

子どもからお年寄りまで、いつで
も、どこでもできるスポーツ・レク
リエーションを楽しむことを目的
に、市内の団体の代表による実行委
員会との共催で、スポーツ・レクリ
エーション祭を実施した。

平成6年度
参加者数
4,030人

千葉市スポーツ・
レクリエーション
祭実行委員会

参加者の募
集、企画・
運営

負担金の支
出

958
市民局
スポーツ振興
課

6
スポーツ振興
会連絡協議会
事業

地域におけるスポーツの振興を図る
ため、地域のスポーツ（社会体育）
振興会の代表による連絡協議会との
共催で、体育の日を中心に市民体育
祭を、また年間を通して各種スポー
ツ大会やスポーツ教室等を実施し
た。

昭和52年度

市民体育祭
74,933人
各種スポーツ大
会・教室
48,974人

千葉市スポーツ振
興会連絡協議会

参加者の募
集、企画・
運営

負担金の支
出

6,430
市民局
スポーツ振興
課

7 体育協会事業

市民スポーツの振興及び普及と競技
力の向上を図るため、千葉市体育協
会との共催で、市民総合体育大会、
種目別市民体育大会、千葉県民体育
大会選手派遣を実施した。

昭和22年度

市民総合体育大会
20,888人
種目別体育行事
64,932人

千葉市体育協会
参加者の募
集、企画・
運営

負担金の支
出、広報の
協力

8,537
市民局
スポーツ振興
課

8
少年スポーツ
連盟事業

少年スポーツの普及発展のため、千
葉市少年スポーツ連盟との共催で、
スポーツ大会(中央大会、種目別大
会)を実施した。

昭和52年度

中央大会、種目別
大会
参加者数
24,712人

千葉市少年スポー
ツ連盟

参加者の募
集、企画・
運営

負担金の支
出、広報の
協力

2,210
市民局
スポーツ振興
課

9
ヘルシーカム
カム

口腔保健の啓発及び歯科医療への理
解を図るため、歯と口の健康週間の
事業として、千葉市歯科医師会との
共催で、歯と口の健康に関するイベ
ントを行った。

平成4年度
5月26日(日）実施
参加者数
延べ3,129人

千葉市歯科医師会
関係団体と
の連携、企
画・運営

事業負担金
の支出、広
報の協力、
参加者の募
集、表彰式
の企画・運
営

1,543
保健福祉局
健康支援課

25
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協働相手側 市側

項　目 概　　　要 事業の実績
団体名など

役割分担番号
協働の

開始年度
市事業費
（千円）

所管課

協働相手について

10
市民健康づく
り大会

新世紀ちば健康プラン次期計画の普
及定着を図るとともに、市民総ぐる
みの健康づくり運動として総合的に
展開するため、市民団体、保健医療
関係団体、企業等から成る、健やか
未来都市ちばプラン推進協議会等と
の共催で、市民健康づくり大会を開
催した。

平成15年度

10月19日（土）
出展25団体
参加者数
延べ6,342人

健やか未来都市ち
ばプラン推進協議
会

参加団体の
募集、広
報、企画・
運営

負担金の支
出、広報の
協力

345
保健福祉局
健康支援課

11
ふれあいコン
サート

障害のある人もない人も一緒に演奏
を楽しみ、音楽の力で「心のバリ
ア」を超えて、障害への理解や共感
を得る場となることを目的として、
ＮＰＯ法人との共催により、コン
サートを開催した。

平成25年度

9月28日に実施、
出演団体8団体
（224名）、入場
者992名、実行委
員・ボランティア
111名、招待者18
名

ＮＰＯ法人ちば特
別支援教育

参加者、観
覧者の募
集、企画・
運営

広報の協
力、運営の
協力

0
保健福祉局
障害者自立支
援課

12
こどものまち
ＣＢＴ

子どもたちが企画段階から主体的に
疑似的な”まち”を作り、運営する
中で、協働作業や協議による課題解
決等を通して、社会へ参加すること
を学ぶ「こどものまちＣＢＴ」を子
育て支援団体、ＮＰＯ法人等からな
る実行委員会との共催により開催し
た。

平成21年度
8月23～25日に実
施、3日間で延べ
参加人数1,152人

千葉市こどものま
ちＣＢＴ実行委員
会

参加者の募
集、企画・
運営

負担金の支
出、広報の
協力

100
こども未来局
こども企画課

13 成人を祝う会

成人に達した青年の新しい門出を祝
い励ますとともに、大人としての自
覚を促し、郷土｢千葉市｣への関心を
深める機会とするため、千葉市青年
協議会との共催で成人を祝う会を開
催した。

昭和40年度
1月13日に実施
参加者数
6,438人

千葉市成人を祝う
会運営協議会、千
葉市青年協議会

企画・運営 企画・運営 6,936
こども未来局
健全育成課

26
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協働相手側 市側

項　目 概　　　要 事業の実績
団体名など

役割分担番号
協働の

開始年度
市事業費
（千円）

所管課

協働相手について

14
青少年の日
フェスタ

青少年と家庭、学校、地域、行政が
つながりをもつことで、青少年のコ
ミュニケーション力を高め、居場所
づくりを推進するため、市内の関係
団体等による実行委員会との共催
で、生涯学習センターと子ども交流
館を会場に青少年の日フェスタを開
催した。

平成21年度
9月21日に実施
参加者数
4,573人

「青少年の日」実
行委員会、生涯学
習センター

企画・運営
企画・運営
経費負担
広報

532
こども未来局
健全育成課

15
環境フェス
ティバル

多くの市民が環境に関心を持ち、環
境保全活動に参加する意欲を育むた
め、環境保全に関する講演や活動を
紹介するフェスティバルを公募市
民、学識経験者、事業者等で構成す
る地球温暖化対策地域協議会と千葉
市で共催により開催した。

平成17年度 6月5日

2013ちばし環境
フェスティバル実
行委員会（千葉市
地球温暖化対策地
域協議会）

参加者、観
覧者の募
集、企画・
運営

広報の協
力、運営事
務

-
環境局
環境保全課

16
エコメッセち
ば

環境保全活動を促進するため、市民
団体、事業者、関係行政機関と市に
よる実行委員会との共催で環境活動
の見本市を開催した。

平成8年度 9月28日
エコメッセちば実
行委員会

参加者、観
覧者の募
集、企画・
運営

広報の協
力、開催負
担金の支
出、ブース
の出展

100
環境局
環境保全課

17 港まつり

市民が千葉港の現状や海事に関する
理解を深め、千葉港の利用促進を図
ることを目的に、千葉商工会議所、
㈱千葉日報社、港湾関係団体等と市
による実行委員会が、千葉港見学会
などのイベントを共催した。

昭和28年度

7月23日、25～27
日に実施
千葉港内見学会
711人
ポートタワー無料
招待7人

千葉港振興協会、
千葉商工会議所、
（株）千葉日報
社、その他港湾関
係団体等

広報、企
画、調整、
実施

広報 352
経済農政局
集客観光課

18
千葉市民花火
大会

市民に夏の風物詩を提供するととも
に、経済の活性化を図ることを目的
に、千葉商工会議所、(公社)千葉市
観光協会、地元企業や関係団体及び
市による実行委員会が共催で、市民
花火大会を実施した。

昭和53年度
8月3日に実施
観覧者は約30万人

千葉商工会議所、
（公社）千葉市観
光協会、㈱幕張
メッセ、幕張新都
心ホテル協議会、
㈱ベイエフエム

実行委員会
を組織し、
企画、調
整、実施

実行委員会
を組織し、
企画、調
整、実施

16,000
経済農政局
集客観光課

27
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協働相手側 市側

項　目 概　　　要 事業の実績
団体名など

役割分担番号
協働の

開始年度
市事業費
（千円）

所管課

協働相手について

19
千葉市民産業
まつり

千葉市内外からの来場者に対し、千
葉県及び千葉市の豊かな食、特産
品、文化などのＰＲや多彩な催しを
展開することにより、地域の魅力や
価値の向上、地産地消の推進、地域
産業の振興、集客交流の拡大を図る
ための観光イベントを実行委員会と
共催した。

昭和48年度
10月13日に実施
来場者数
約4万人

千葉商工会議所、
千葉みらい農業協
同組合、千葉市卸
売市場協力会、千
葉酪農農業協同組
合、社団法人千葉
市園芸協会、公益
財団法人千葉市産
業振興財団、（公
社）千葉市観光協
会、千葉ポート
パーク、千葉ポー
トタワー、㈱ベイ
エフエム

実行委員会
の組織、企
画、調整、
実施

実行委員会
の組織、企
画、調整、
実施

979
経済農政局
集客観光課

20
ちばＺＯＯ
フェスタ

動物や動物園をテーマとした趣味の
芸術活動をしている方たちの活動の
発表の場を提供し「文化祭」形式の
イベントを園内関係業者、趣旨賛同
団体と協力して行った。

平成22年度

実行委員会（市・
園内関係業者3
社・外部2団体）
を組織し、11月
9、10日に実施
参加団体59団体

㈱千葉ﾏﾘﾝｽﾀｼﾞｱ
ﾑ、㈱動物公園協
力会、ｻﾉﾔｽﾗｲﾄﾞ
㈱、(公社)千葉市
観光協会

イベント準
備・運営

イベントの
企画・広報

1,742
都市局
動物公園

21

小・中学生の
ためのオーケ
ストラコン
サート

小・中学生が生のオーケストラ演奏
を鑑賞する機会を提供するため、市
内のアマチュアオーケストラとの共
催でコンサートを実施した。曲目は
市、学校、団体から成る実行委員会
で選定し、小・中学校では、当日歌
う曲の事前練習を行った。

昭和51年度
2月8日、9日に実
施

千葉市管弦楽団
企画・運
営、演奏

補助金の支
出、広報、
申し込み受
付の協力、
観覧者募
集、出演児
童募集

168
教育委員会
指導課

22
新春凧揚げ大
会

日本の伝承遊びを通して子ども同士
の交流や地域の連帯意識の向上を図
るため、小中台中学校区青少年育成
委員会及び青少年相談員連絡協議会
との共催で、凧揚げ大会を開催し
た。

昭和54年度
1月11日に実施
参加者319人

小中台中学校区青
少年育成委員会、
青少年相談員連絡
協議会

参加者の募
集、企画、
運営

報償費の支
出、広報の
協力

28
教育委員会
小中台公民館

28
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(３)事業協力

　市民と市が相互の役割分担を定め、協力して事業を実施するものです。ただし、「共催」に該当するものは除きます。

協働相手側 市側

1
災害時要援
護者支援体
制の構築

災害発生時における高齢者や
障害者等災害時要援護者の安
全を確保するため、町内自治
会等が要援護者の安否確認や
必要な情報提供、避難支援を
行う「災害時地域支えあい事
業」を町内自治会と協力して
推進した。

平成22年度
25年度1団体で取組開始
26年3月末:71団体

町内自治会
災害時要援護
者支援体制の
構築

地域への情報
提供に関す
る、災害時要
援護者名簿登
載者の同意確
認調査

0

総務局
防災対策課
各区役所
地域振興課

2
避難所運営
体制の整備

災害時に迅速かつ円滑に避難
所の設置運営ができるよう
に、地元自治会などと協力し
て、避難所運営体制の整備を
行った。

平成23年度

随時
（自治会との日程調整
の上、説明会等を実
施）
26年3月末:127か所設立

市内の町内自
治会及び、マ
ンションの管
理組合、各施
設管理者、民
生委員、社会
福祉協議会等

各避難所担当
自治会による
避難所におけ
る役割の分
担。委員会の
規約・マニュ
アル作成。避
難所運営訓練
の実施。

趣旨及び設立
手順の説明。
規約案や運営
マニュアル案
の作成・配
布。
直近要員の派
遣。

4,685

総務局
防災対策課
各区役所
地域振興課

3
市民の日関
連事業

｢市民の日｣の定着及び市民の
郷土を愛する心を育み、市民
意識の高揚を図るため、市民
団体等の協力を得て、10月18
日の｢市民の日｣を中心に様々
な行事を実施した。

平成10年度

協賛行事
53団体による61行事
公共施設の無料開放
34施設（文化施設7施
設、体育施設27施設）

特定非営利活
動法人まちづ
くり千葉

行事の企画、
実施(企業や団
体等への協力
依頼、ホーム
ページ・リー
フレットの作
成等)

市関係施設の
所管課への協
力依頼、各種
広報等

300
市民局
市民自治推進課

団体名など
役割分担

協働の
開始年度

市事業費
（千円）

番号 所管課項　目 概　　　要 事業の実績

協働相手について
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協働相手側 市側
団体名など

役割分担
協働の

開始年度
市事業費
（千円）

番号 所管課項　目 概　　　要 事業の実績

協働相手について

4
千葉市を美
しくする運
動推進事業

｢親子三代夏まつり｣を始めと
した、市民意識及び連帯意識
の高揚を目的として実施する
諸事業を、｢千葉市を美しく
する会｣等と市が協力して
行った。

昭和38年度

花苗の配付、園芸講習
会、駅前清掃、新春市
民凧あげ大会、健康
ウォーク、広報誌発
行、HP更新、祭り開催
等

千葉市を美し
くする会、公
益社団法人千
葉青年会議所

会議への出
席、事業の実
施等

補助金交付、
事務局業務

5,190
市民局
市民自治推進課

5
地域防犯
ネットワー
ク推進

安全で安心なまちづくりを進
めるため、市民、事業者及び
警察と連携し、地域を見守り
犯罪を抑止するネットワーク
作りを進めるとともに、防犯
意識の向上を図るため、防犯
啓発キャンペーンを実施し
た。

平成18年度

防犯キャンペーン3回
（5月、6月、10月）、
地域防犯連絡会１回実
施
締結事業者計55事業者

覚書締結事業
者

防犯活動、通
報

情報提供、防
犯ステッカー
配付

266
市民局
市民サービス課

6
平和啓発事
業

戦争の悲惨さや平和の大切さ
を知ってもらうために、平和
の折り鶴の作成、戦跡めぐり
ウォーキング等を市民やボラ
ンティア団体の協力を得て実
施した。

平成14年度

戦跡めぐりウォーキン
グ
年1回、参加者数37人
平和の折り鶴送呈
15万羽
ボランティア延べ37人
が作業

市民、
ボランティア
団体

講師、折り鶴
作成、千羽鶴
に束ねる作業

広報、募集、
運営、送呈

96
市民局
男女共同参画課

7

男女共同参
画センターに
おける「市民
企画講座」
の実施

市民参加による男女共同参画
社会の実現をめざすため、市
民団体と協働して、市民団体
が企画した講座を実施した。

平成14年度
2講座実施
受講者数
計51人

一般社団法人
ひと・くらし
サポートネッ
トちば、NPO法
人子どもを育
む会はらっぱ

企画、広報・
資料づくり、
講師折衝、当
日の進行・運
営

企画・運営に
関する手伝
い、講座実施
にかかる経
費・市公共施
設への広報な
どのフォロー

158
市民局
男女共同参画課

30 
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協働相手側 市側
団体名など

役割分担
協働の

開始年度
市事業費
（千円）

番号 所管課項　目 概　　　要 事業の実績

協働相手について

8
ブックス
タート事業

親子のきずなを深めるため、
ブックスタート養成講座を修
了したボランティア等と協力
して、４か月児健康診査にあ
わせ乳児と保護者を対象に絵
本の読み聞かせ等を実施し
た。

平成23年度
4か月児健康診査
年間160回
延べ7,436

えほんボラン
ティア
図書館育成地
域お話ボラン
ティア

絵本の読み聞
かせと絵本の
配布

絵本の準備、
ボランティア
の配置、研修
会の開催

4,786
保健福祉局
健康支援課

9
食育のつど
い

多くの市民が食育に関心を持
つため、千葉市健康づくり推
進協議会食育推進部会の協力
により食育イベントを開催し
た。

平成24年度

6月22・23日にしょいか
～ご千葉店にて実施
延参加者数
3,567人

千葉市健康づ
くり推進協議
会食育推進部
会委員の所属
団体等

会場提供、企
画、運営、広
報の協力

企画・運営・
関係団体との
連携

318
保健福祉局
健康支援課

10
がん集団検
診時の子ど
もの見守り

子ども連れの女性ががん検診
を受診しやすい環境を整備す
るため、子宮がん・乳がん
（30・40歳代）の集団検診時
に、子どもを一時的に預かる
子どもの見守り活動をボラン
ティアと協力して実施した。

平成24年度
17回の検診で延べ404人
の見守りを実施
受診者：188人

ボランティア

母親が検診を
受けている間
の子どもの見
守り

ボランティア
の確保、見守
りの予約受
付、当日の運
営、遊具の準
備等

0
保健福祉局
健康支援課

11
食品衛生推
進員制度

市民の食生活の安全確保に寄
与するため、社会的信望があ
り、かつ、食品衛生の向上に
熱意と識見のある者から市長
が委嘱した食品衛生推進員と
の協力により、食品営業施設
への巡回や助言等を行った。

平成17年度
述べ巡回施設
　1,793施設

食品衛生推進
員

食品営業施設
への巡回、助
言指導等保健
所が行う事業
への協力

食品営業施設
への監視指導

1,245
保健福祉局
生活衛生課
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12
動物の譲渡
事業

千葉市動物保護指導センター
に収容された犬やねこの譲渡
事業を推進するため、ボラン
ティアや非営利団体を譲渡協
力者として登録し、これらの
団体と協力して譲渡を実施し
た。

平成20年度
犬 170頭
猫 324匹

譲渡事業協力
者

希望者への譲
渡

譲渡候補動物
の管理

0
保健福祉局
動物保護指導セ
ンター

13
脳の健康教
室学習サ
ポーター

認知症の予防を図るため、公
募による市民ボランティアと
協力して、65歳以上の市内在
住者を対象に実施する脳の健
康教室において、学習サポー
ターとして学習者の支援を
行った。

平成21年度

9～2月実施
6会場
計118回実施
参加ｻﾎﾟｰﾀｰ
1,039人

公募市民 学習者の支援 事業の実施 7,366
保健福祉局
高齢福祉課

14
介護相談員
派遣事業

介護サービスの利用者及びそ
の家族の疑問、不満、不安の
解消を図るとともにサービス
事業所における介護サービス
の質的向上を図るため、公募
市民及び関係団体からの推薦
による介護相談員と協力し
て、介護サービス事業所への
訪問や利用者等との話し合い
などの活動を行った。

平成13年度

月1回、2人一組で57事
業所を訪問
相談員と介護保険課の
連絡会議を年11回開催

介護相談員
事業所への訪
問、利用者等
との話し合い

事業所との調
整、介護相談
員との調整、
介護相談員の
派遣、連絡会
議の開催

8,488
保健福祉局
介護保険課

15
環境教育等
推進事業

地域における環境教育を推進
するため、公民館等が行う環
境関連の講座、勉強会、自然
観察会等に、環境活動団体の
協力を得て講師を派遣した。

平成17年度
7月～10月中
（年8回）

応募のNPO団体
等

講座開催
公民館への周
知、開催の調
整

98
環境局
環境保全課
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協働の
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16
地球温暖化
対策地域協
議会事業

千葉市地球温暖化対策実行計
画等の温暖化対策を効果的に
推進するため、公募市民、市
民団体、各種事業者等と市に
よる地球温暖化対策地域協議
会が、平成23年３月に策定し
たアクションプランに基づ
き、市民、事業者向けの啓発
事業等を実施した。

平成16年度 通年
千葉市地球温
暖化対策地域
協議会

企画、運営 事務局対応 1,000
環境局
環境保全課

17
坂月川ビオ
トープの管
理・運営

市民が身近な水辺に親しみ、
自然とふれあうことのできる
場として整備したビオトープ
施設の維持管理、動植物調
査、啓発活動などを、坂月川
流域の環境保全活動団体や市
民と協力して行った。

平成16年度
通年
57回

坂月川愛好会

除草等施設の
維持管理、動
植物調査及び
保全活動、環
境学習の支援
等啓発活動

草刈、池掘
削、散策路整
備、木道補
修、土搬入、
掲示板補修

725
環境局
環境保全課

18
大草谷津田
いきものの
里推進事業

市民が身近に自然とふれあ
い、自然について学ぶ場を提
供するため整備した｢大草谷
津田いきものの里｣の田んぼ
づくり、森づくり活動、生物
環境調査のボランティア活動
を、市民団体、学校関係者及
び専門家と協力して行った。

平成18年度

田・森づくり31回
生物環境調査24回
ホタル調査3回
カエル調査5回

田・森づくり
部会、生物環
境部会

田んぼづく
り、森づくり
生物環境調査

現場調整、関
係機関調整、
土地所有者と
の保全協定締
結

61
環境局
環境保全課

19
河川浄化活
動の推進

豊かで潤いのある水辺環境を
構築するため、坂月川、都
川、花見川及び鹿島川の４河
川を対象に、公募による河川
浄化推進員と協力して、生活
排水対策に係る啓発活動や河
川の水質浄化活動を実施し
た。

平成12年度
毎月1・2回
浄化推進員活動人数
延べ312名

浄化推進員13
名（坂月川愛
好会、花見川
の環境を守る
会、ＮＰＯ法
人都川の環境
を考える会）

水質測定、清
掃活動、啓発
活動等

水質検査消耗
品支給、関係
機関との連絡
調整

240
環境局
環境保全課
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20
市の鳥コア
ジサシの保
護

市の鳥であるコアジサシの保
護対策、生息調査のため、人
工海浜内の保護区域におい
て、水鳥研究家等の活動家と
協力して、コアジサシの保護
活動とその推進事業を行っ
た。

平成25年度
保護柵設置時、7名のボ
ランティア活動者が参
加

水鳥研究家を
中心とした活
動者

保護柵・立入
ロープ設置、
ごみ拾い、啓
発用看板設置

海岸施設の使
用許可、関係
機関への連絡
調整、参加へ
の声掛け、保
護区域設置資
材

9
環境局
環境保全課

21
廃棄物適正
化推進員

廃棄物の適正処理及び再利用
等の普及、啓発を目的とし
て、町内自治会等から推薦さ
れた廃棄物適正化推進員と協
力して、ごみの適正処理やご
みの再利用の普及活動を行っ
た。

平成5年度

臨時研修会を1回(6
月)、定期研修会を1回
(10月)実施
1,081人を委嘱。

町内自治会

廃棄物の適正
処理再利用の
普及啓発、清
掃活動におけ
るリーダー、
地域での環境
美化の推進

研修会の実施
ごみの減量・
再資源化に関
する情報提供

13,912
環境局
収集業務課

22
エコキャップ
回収運動

ペットボトルのキャップを集
めることにより、焼却ごみの
削減及び温室効果ガスの発生
を抑制し、同時に世界の子ど
もたちにワクチンを贈る市民
ボランティア運動を支援する
ため、(社福)千葉市社会福祉
協議会と協力して実施した。

平成21年度

市役所や区役所などで
回収したペットボトル
のキャップ数は31,320
㎏(約13,467,600個)、
キャップの売却益でポ
リオワクチン15,660人
分を寄付

(社福)千葉市
社会福祉協議
会

各区保健福祉
センター等の
回収箱の管理
と保管袋への
移し替え、千
葉市へのャッ
プ収集運搬依
頼、回収業者
への引き渡し
量の管理等、
回収実績報告

キャップの回
収場所の確保
及び本庁等の
回収箱の管理
と保管袋への
移し替え、社
協へのキャッ
プの収集運搬
協力、保管及
び回収業者へ
の引き渡し

0
環境局
収集業務課

23
廃棄物等不
適正処理監
視委員

廃棄物等の不適正処理の未然
防止、災害防止及び生活環境
保全を図ることを目的に、町
内自治会等から推薦された廃
棄物等不適正処理監視委員と
協力してパトロールを実施し
た。

平成2年度

通年
通報件数
13件
8人を委嘱

地域住民
（個人）

パトロールの
実施、不適正
処理の通報

原因者の特
定、指導

288
環境局
産業廃棄物指導
課

34 



35

協働相手側 市側
団体名など

役割分担
協働の

開始年度
市事業費
（千円）

番号 所管課項　目 概　　　要 事業の実績

協働相手について

24
コミュニ
ティビジネ
ス支援事業

コミュニティビジネスによる
創業を目指す者に対して、市
コミュニティビジネス推進協
議会の協力により、相談事業
等を実施した。

平成16年度 随時受付

商工会議所、
産業振興財
団、ＮＰＯ法
人等

事業支援、創
業支援

普及啓発 0
経済農政局
産業支援課

25

里山の保全
推進事業・
市有林整備
事業

市民に身近な自然である市指
定の里山地区及び市有林を保
全するため、下草刈り、間伐
等の保全管理を、森林ボラン
ティア団体、ＮＰＯ法人等と
協力して行うとともに、保全
管理活動に対し、報奨金の交
付や里山の保全に関する支援
を行った。また、平成２４年
度から実施している、企業・
ＮＰＯ法人・市の三者協定に
よる里山活動を継続し実施し
た。

平成14年度

保全活動
月2回実施
参加者
延べ1,154人

①NPO法人ちば
森づくりの会
②千葉市里山
ボランティア
の会
③（株）パ
ラッツオ東京
プラザ・NPO法
人樹木環境
ネットワーク
協会

下草刈りなど
安全講習会の
実施、報奨金
の交付

419
経済農政局
農業経営支援課

26

いずみグ
リーンビ
レッジ協力
員

いずみ地域内の自然景観や歴
史・文化等の資源を保全・活
用し、地域の活性化を図るた
め、自然観察会や歴史探索
ウォーキング等のイベントを
公募等によるいずみグリーン
ビレッジ協力員と協力して実
施した。

平成17年度

11/21自然観察会
10/3歴史探索ウォーキ
ング
6/26.7/24.7/27.8/5
更科中学校
10/29.11/1.11/5.11/27
白井中学校 みどりの年
団
10/19料理講習会

いずみグリー
ンビレッジ協
力員

事業活動への
協力、事業に
関する意見交
換や提案

協力員への依
頼、事業運営

203
経済農政局
農業経営支援課
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27
富田町コス
モス育成

遊休農地の有効活用、都市部
と農村部の交流及び地域の活
性化を図るため、富田町にお
けるコスモスの育成を、地域
住民やボランティアと協力し
て実施した。

平成14年度

育成期間4月～10月に、
「コスモスまつり」を
実施(農産物の直売、収
穫体験)
ボランティア参加者数
述べ230名

コスモスまつ
り実行委員会

コスモスの育
成、開花期の
イベント運営
等

ボランティア
の募集、広報
活動、補助金
の交付

64
経済農政局
農業経営支援課

28
屋外広告物
適正化推進
員

屋外広告物の適正化を推進す
るため、講習会を受講して違
反広告物の簡易除去権限を委
任された市民と協力して、日
常的に除去活動を展開した。

平成15年度

適正化推進員講習会を
4回開催
平成25年度修了者数
75名

市内在住又は
在勤の成年者
で、講習会を
終了し推進員
の資格を得た
者（任期は身
分証交付から2
年間）

違反広告物の
簡易除却及び
除却、広告物
の一時保管

推進員の除却
した広告物の
回収及び処分

28
都市局
都市計画課

29
パラソルギャ
ラリー

中心市街地の賑わいを創出す
るため、歩道上にパラソルを
設置し、パラソル下の空間を
「アートスペース」として、
出展者のギャラリーやパ
フォーマンス空間として活用
した。

平成12年度

10月5日（土）
～10月6日（日）
出展者数
70組
来場者数
9028人（2日間）

パラソルギャ
ラリー実行委
員会

行事の企画、
実施(企業や団
体等への協力
依頼、リーフ
レットの作成
等)

市政だより、
市ホームペー
ジへの掲載、
道路管理者等
との調整

120

都市局
まちづくり推進
課
千葉都心整備室

30
花のあふれ
るまちづく
り事業

花のあふれるまちづくりを推
進するため、市民団体等と協
力して、露地やプランター、
街路樹桝で花壇づくりを行っ
た。

平成15年度

年2回
5月、11月実施
助成団体数
447団体

市民団体

草花の植付け
及び種子の播
種、維持管理
（除草・灌
水）

草花・種子の
支給、園芸講
習会等の開催

8,794
都市局
緑政課

31

河川敷等で
の花の種ま
きと苗の植
栽

河川敷や街路の美化を目的
に、花苗等を植栽する事業を
周辺の町内自治会、小学校、
ボランティア団体等の協力に
より実施した。

昭和62年度

河川敷 年1回
11月実施
街路 年2回
6月、11月実施
参加者数
660人

周辺の町内自
治会、
小中学校、ボ
ランティア団
体等

河川敷→種子
の播種
街路→花苗の
植付け

草刈、種子の
支給、花苗の
支給、維持管
理（除草等）

1,672
都市局
緑政課
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32
市民の森清
掃

良好な樹林の保全を図るとと
もに、市民が自然に触れあう
いこいの場を提供するため、
市民が主体となって市民の森
の清掃等を町内自治会、老人
会、ボーイスカウト等と協力
して実施した。

昭和62年度 月2回実施
市民の森管理
団体

清掃、パト
ロールなど

ゴミ袋の支
給、回収、清
掃用具の貸
与、報償金支
払い

3,092
都市局
緑政課

33 公園清掃

地域の公園の環境維持及び公
園に対する愛護精神の醸成を
図るため、公園の清掃や除草
を始めとした維持管理を町内
自治会、子ども会等の団体と
協力して実施した。

昭和46年度 月2回以上実施
町内自治会、
子ども会等

清掃、除草等

ごみ袋の支
給、清掃後の
ごみ袋回収、
報償金の交付
（謝礼金及び
清掃用具代）

21,768
都市局
各公園緑地事務
所

34
園生の森公
園管理

公園の緑を守り育てるため、
樹木の間伐、野草保護の看板
づくり、間伐材による階段づ
くり、野草の盗掘防止等のパ
トロールなどを、ボランティ
ア団体の協力により実施し
た。

平成18年度
月1回以上のパトロール
HPの更新
観察会の実施

園生の森を育
てる会

園生の森公園
の広報、イベ
ント及び自然
保護パトロー
ル

自然環境に配
慮した草刈作
業範囲の調
整、実施

0
都市局
中央・稲毛公園
緑地事務所

35
千葉公園市
民協働によ
る公園管理

千葉公園内の花壇づくり団体
（千葉公園花の輪）と千葉公
園ボランティアとの協力によ
り、園内の花壇の拡充や清
掃・低木刈込等の管理を行っ
た。

平成17年度
花壇の管理（10か所）
園内清掃
低木刈込

花の輪
千葉公園
ボランティア

花壇の維持管
理（月2回）、
園内清掃及び
低木刈込等の
管理（週1回）

花の種、堆
肥、培養土の
支給

244
都市局
中央・稲毛公園
緑地事務所

37 
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協働相手側 市側
団体名など

役割分担
協働の

開始年度
市事業費
（千円）

番号 所管課項　目 概　　　要 事業の実績

協働相手について

36
大賀ハスの
ガイドボラン
ティア

大賀ハスの普及を図るため、
ボランティアと協力して、大
賀ハスガイドを実施した。

平成23年度

年1回
ハスの開花時期
6月に2週間実施
参加者　延べ28人

ボランティア ガイドの実施
参加ボラン
ティアの募集

0
都市局
中央・稲毛公園
緑地事務所

37
花島公園市
民花壇管理

四季を通して花を楽しむこと
ができるよう、花島公園内の
市民花壇の花苗の育成、維持
管理をボランティア団体と協
力して行った。

平成19年度

毎月一回の定期活動
臨時作業(3回)
参加者
150人

花島はなの会

草花の育苗、
苗の植付、
水やり等の花
壇管理

草花の種子
堆肥等の資材
提供

10
都市局
花見川公園緑地
事務所

38

泉自然公園
市民の手作
りによる野
草園整備

泉自然公園の来園者が野草に
親しめるよう、野草園の整備
や清掃等の維持管理をボラン
ティア団体の協力により実施
した。

平成12年度 月2回程度実施
千葉の自然に
親しむ会

清掃、除草等 用具の貸与 0
都市局
若葉公園緑地事
務所

39
泉自然公園
ボランティア
ガイド

泉自然公園の魅力を知っても
らうため、ボランティアガイ
ド養成講座を受講した皆さん
の協力により、野草や野鳥の
ガイドを実施した。

平成25年度
ボランティアガイド実
施回数
野草29回、野鳥28回

ボランティア ガイドの実施
資機材、会議
室の提供

402
都市局
若葉公園緑地事
務所

38 



39

協働相手側 市側
団体名など

役割分担
協働の

開始年度
市事業費
（千円）

番号 所管課項　目 概　　　要 事業の実績

協働相手について

40
昭和の森市
民協働花壇
づくり

四季を通して花を楽しむこと
ができるよう、昭和の森園内
の花壇の整備や花苗の植え込
み、育成をボランティア団体
の協力により実施した。

平成22年度
昭和の森内花壇の整
備、花苗の植込及び育
成

昭和の森「花
うさぎの会」

花壇計画及び
管理作業の協
力、資材等の
提供、広報・
記録など

会議室の提
供、資材等提
供、作業の協
力

0
都市局
緑公園緑地事務
所

41
昭和の森自
然観察会

自然保護に関する意識を高め
るために、自然活動団体と協
力し、昭和の森で自然観察会
やホタル観賞会等を実施し
た。

平成3年度

年12回の自然観察会、
カタクリ観察会、ゲン
ジボタル観賞会の開催
及び環境整備等

千葉県自然観
察指導員協議
会

自然観察会の
企画・開催、
管理作業の実
施

自然観察会の
開催及び管理
作業の役務等
の提供、広報

140
都市局
緑公園緑地事務
所

42
泉谷公園ほ
たるの里づ
くり

ホタルとの触れ合いを通して
自然への愛着を深めるため、
ホタルに関する子ども向けイ
ベントや、ほたる成育に関す
る学習や情報交換を市民団体
等と協力して行った。

平成22年度

イベント（ほたるの道
しるべ）の開催や、ほ
たる生態園の見学及び
ほたる成育に関する学
習会の開催

ほたるの里

イベント（ほ
たるの道しる
べ）の準備・
運営、ほたる
生態園におけ
る見学・学習
会の開催

活動の際の会
場、資材、役
務等の提供及
びほたる成育
に関する情報
提供

0
都市局
緑公園緑地事務
所

43

あすみが丘
地区コミュ
ニティガー
デン整備

花とみどりのあふれる街づく
りを推進するため、あすみが
丘地区内の公園花壇の整備や
維持管理を、地域住民で組織
する団体と協力して行った。

平成22年度
あすみが丘地区の公園
整備予定地内の花壇管
理、花苗育成等

あすみイース
ト・ガーデン
クラブ

花壇計画及び
管理作業の協
力、資材等の
提供、広報・
記録など

公園内使用許
可、会議室貸
出、作業協力

0
都市局
緑公園緑地事務
所

39 
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協働相手側 市側
団体名など

役割分担
協働の

開始年度
市事業費
（千円）

番号 所管課項　目 概　　　要 事業の実績

協働相手について

44
昭和の森ビ
オトープの
会

千葉市の原風景である里山や
谷津田が残された昭和の森の
自然環境を守り続けるため、
千葉県自然観察指導員協議会
との協力により、生態系ゾー
ンの一部を自然のビオトープ
として保全・管理した。

平成23年度
毎月2回程度、昭和の森
内ビオトープ（田ん
ぼ）の管理作業を実施

千葉県自然観
察指導員協議
会

ビオトープ管
理作業、人員
募集、運営事
務局、広報な
ど

資機材・役務
等の提供、広
報、会議室貸
出

0
都市局
緑公園緑地事務
所

45
おゆみの道
緑とせせら
ぎの会

おゆみの道の清掃・観察を行
うことで、優れた緑と水辺の
環境を維持向上させるため
に、市民団体と協力して行っ
た。

平成24年度

おゆみの道及び水路に
おける月1回以上の清掃
活動、自然観察会、樹
名板の設置など

おゆみの道
緑とせせらぎ
の会

チラシ、ポス
ターの作成・
配布、住民参
加の企画調
整、清掃作業
の準備・実
施、日常点検
など

資料、資材及
び会議室や清
掃用具保管場
所の提供、広
報活動にかか
る連絡調整、
ごみの回収・
処理など

177
都市局
緑公園緑地事務
所

46

地域住民に
よる稲毛海
浜公園の樹
木管理

海浜公園の環境維持及び公園
に対する愛着心の醸成を図る
ため、樹木の剪定や伐採等の
維持管理を地域住民と協力し
て行った。

平成23年度 毎週木金活動
まつかぜクラ
ブ

園内樹木の剪
定、清掃等

技術指導及び
活動に係る道
具の貸出

0
都市局
美浜公園緑地事
務所

47
都川水の里
公園整備事
業

千葉県が整備している多目的
遊水地を活用し、水辺に親し
む総合公園を整備するに当た
り、田んぼづくりや野草の調
査、種の採取等を地元小学校
の児童、地域住民、市民団体
の協力により実施した。

平成19年度 随時

地元小学校
地域住民
募集により集
まった一般市
民
市民団体

田んぼづく
り、
花園づくり、
管理運営に関
する意見交
換・助言

田んぼづく
り、
花園づくり、
会場の確保、
広報、
運営全般

511
都市局
公園建設課

40 
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協働相手側 市側
団体名など

役割分担
協働の

開始年度
市事業費
（千円）

番号 所管課項　目 概　　　要 事業の実績

協働相手について

48
花島公園整
備事業

花島公園の中で未整備となっ
ている緑園ゾーンを早期に利
用できるようにするため、住
宅団地に隣接して残された貴
重な樹林地に、散策路等を手
づくりする「緑園づくり」
を、地域住民の協力により実
施した。

平成23年度 毎月1回以上
地域住民募集
により集まっ
た一般市民

緑園づくり
緑園づくり
広報
運営全般

419
都市局
公園建設課

49
動物公園花
壇管理

参加と協働による園運営を促
進するため、動物公園内の花
苗の育成、維持管理をボラン
ティア団体と協力して行っ
た。

平成24年度
動物公園内5箇所の花壇
の設置管理

HANA+
花苗の育成・
調達・花壇へ
の植付

花壇の場所の
提供・地ごし
らえ

0
都市局
動物公園

50
動物公園ボ
ランティア
育成事業

来園者の満足度の向上を図
り、動物に対する関心をより
高めることを目的とし、千葉
市動物公園ボランティア制度
を立ち上げ、ボランティアと
協力してイベント運営等を
行った。

平成25年度

園内ガイドボランティ
ア　19名
動物解説ボランティア
18名

千葉市動物公
園ボランティ
ア

施設や動物の
案内・解説、
イベント時の
スタッフ

講習会・懇談
会の開催、イ
ベント開催通
知及び協力依
頼

130
都市局
動物公園

51
手づくり公園
整備事業

公園整備の新たな取り組みの
モデル事業として、市民の力
を主体とした公園整備を行う
ものである。平成25年度には
美浜区真砂５丁目地区内の公
園予定地において、参加者に
より策定した公園計画に基づ
き、地域住民等と協力して花
壇や園路などの整備を実施し
た。

平成25年度

5～9月
　月1回会議
10～3月
　月6回現地作業

地域住民募集
により集まっ
た一般市民

整備計画の策
定、施設整備
作業

計画策定への
助言、資材提
供、整備作業
への協力

2,970
都市局
公園建設課
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協働相手側 市側
団体名など

役割分担
協働の

開始年度
市事業費
（千円）

番号 所管課項　目 概　　　要 事業の実績

協働相手について

52
花のあふれ
る道づくり
事業

｢花の都･ちば｣の都市イメー
ジの確立及び親しみのある道
づくりを目指し、各区の主要
な駅前広場に設置したプラン
ターやベンチの花の管理及び
定期的な花の植付け作業を地
元商店会や町内自治会などの
協力により実施した。

平成14年度 JR蘇我駅他11箇所
蘇我駅周辺を
美しくする会
他

散水や花の手
入れ

プランターや
ベンチの提
供、管理補助

9,443
建設局
維持管理課

53
こてはし台
調整池の水
辺づくり

調整池の多目的利用の一つと
して、市民が親しめる水辺と
なるよう、調整池内の草刈、
清掃などの維持管理を、地元
町内自治会及び地元小学校の
児童と協力して行った。

平成20年度

年2回実施
（6月、10月）
参加者数
160人

こてはし台調
整池水辺を守
る会

清掃、除草
除草、運搬、
処分

100
建設局
下水道維持課

54

せせらぎと
心をいやす
中溝花街道
の実現

水路の暗渠化に伴う上部の有
効利用として、市民が親しめ
る水辺となるよう、せせらぎ
水路の清掃などの維持管理
を、地元町内自治会と協力し
て行った。

平成20年度

年3回実施
（6月、10月、3月）
参加者数
20人

鶴沢町自治会 池周囲の清掃 池の中の清掃 0
建設局
下水道維持課

55
ごみゼロク
リーンデー

街を美しくし、ごみ問題につ
いて市民に考えてもらうこと
を目的に、市民と協力して道
路等に捨てられたごみ等を収
集した。
区開催：市民が各区役所の設
定したコースのごみを収集。
地域開催：地元町内自治会等
がコースを決めて散乱ごみを
収集。

昭和56年度

区開催：6/2
地域開催：5/26～6/30
参加者延べ
43,876人

周辺の町内自
治会、ボラン
ティア団体

清掃
ごみ袋の支
給、回収

214
各区役所
地域振興課

42 



43

協働相手側 市側
団体名など

役割分担
協働の

開始年度
市事業費
（千円）

番号 所管課項　目 概　　　要 事業の実績

協働相手について

56

中央区自主
企画事業
ガーデニン
グボラン
ティア

花を通じて区民意識と連帯感
の醸成を図るため、ガーデニ
ングに必要なプランターや
シャベル、水等の提供を行
い、ボランティアと協力し
て、中央区役所内の花苗の植
え替え管理を行った。

平成22年度
通年実施
団体数
2団体

千葉ＹＭＣ
Ａ、ガーデニ
アクラブ

区役所前のプ
ランター管理

プランターや
シャベル、水
等の提供

20
中央区役所
地域振興課

57

花見川区自
主企画事業
チーム遊び
場発見隊

花見川区の将来を担う人材を
育成するため、親と子及び地
域団体等と協力して子ども達
の遊び場やイベント体験等を
行った。

平成25年度

通年実施
夏祭り感想文提出1名
歴史散歩6名
千葉県への表敬訪問6名
朝市参加4名

近隣、小中学
校、みずほみ
どりの少年
団、近隣自治
会、幕張地元
学同好会

活動支援
活動報告

活動主催
リーフレット
作成

188
花見川区役所
地域振興課

58

花見川区自
主企画事業
花見川どっと
ｃｏｍ！

若者視点での新たな区の魅力
を発見するため、学生を中心
にしたグループとの協力によ
り、区内資源の発掘を行い、
ソーシャルメディアを利活用
し、魅力を発信した。

平成25年度

10～3月東京情報大によ
る講義、犢橋高校によ
る活動等
参加者数延べ約30人

東京情報大
学、犢橋高校

講義、情報収
集・発信、活
動報告等

運営補助、広
報

101
花見川区役所
地域振興課

59

花見川区自
主企画事業
花見川区民
まつり

区民相互の協調と親睦、区民
意識の醸成及び高揚を図り、
地域の発展に寄与するため、
花島公園をメイン会場として
舞台演奏、フリーマーケット
などの様々な催しを地域団体
等と協力して行った。

平成5年度
17団体
来場者数
50,000人

地域活動団体
まつりの企
画・運営

実行委員会の
事務局

3,150
花見川区役所
地域振興課
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協働相手側 市側
団体名など

役割分担
協働の

開始年度
市事業費
（千円）

番号 所管課項　目 概　　　要 事業の実績

協働相手について

60

花見川区自
主企画事業
地域主体型
防災訓練

災害時の対応力や地域防災力
の向上を図るため地域住民が
主体となって企画から運営ま
で行う防災訓練を地域住民と
連携して実施した。

平成22年度
11月24日実施
参加者171人

朝日ヶ丘小学
校及びその周
辺地区

防災訓練への
参加、企画・

運営
企画・運営 4

花見川区役所
地域振興課

61

稲毛区自主
企画事業
稲毛区民ま
つり

区民相互の交流、ふれあいに
よる地域の活性化と区民意識
の醸成を図るため、まつりの
実行委員会に対し、まつりに
係る経費を補助するととも
に、実行委員会と協力して、
区の特性を活かした魅力ある
まちづくりを推進した。

平成5年度

10月20日（日）実施
来場者数
6,000人
※雨天につき屋内中心
に開催

稲毛区民まつ
り実行委員会

まつりの企
画・運営

実行委員会の
事務局

3,780
稲毛区役所
地域振興課

62
ガーデニン
グボラン
ティア

花を通じて区民意識と連帯感
の醸成を図るため、ガーデニ
ングに必要なプランターや
シャベル、水等の提供を行
い、ボランティアと協力し
て、中央区役所内の花苗の植
え替え管理を行った。

平成23年度
随時
現在1団体

周辺のボラン
ティア団体

区役所前のプ
ランター管理

プランターや
シャベル、水
等の提供

0
稲毛区役所
地域振興課

63

若葉区自主
企画事業
まちづくり
に対する意
識向上

将来の地域（町丁別）の人口
構成等を示す「まちづくり支
援システム」を活用し、町内
自治会等と協力して、まちづ
くりへの参加意識を高める啓
発活動を区民に対して行うと
ともに、情報提供等の支援を
行った。

平成23年度

高齢者等支え合い活動
説明会
49回実施
支え合い活動等実施団
体数
34団体

若葉区内各町
内自治会、社
会福祉協議会
等

高齢者等の支
えあい活動実
施、運営

高齢者等の支
えあい活動に
ついての情報
提供・支援

1,676
若葉区役所
地域振興課

44 



45
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団体名など

役割分担
協働の

開始年度
市事業費
（千円）

番号 所管課項　目 概　　　要 事業の実績

協働相手について

64

若葉区自主
企画事業
若葉区の魅
力伝承

区民一人ひとりが若葉区の豊
かな自然環境や歴史・文化な
ど貴重な地域資源の魅力を再
認識し、区の魅力が伝承され
るよう、区民と協力して、若
葉区の情報を発信する体制を
構築した。

平成23年度

(1)「魅力提供サポー
ター」サポーター登録
者数16名
(2)「中学生がつくる
ページ」　対象生徒延
べ人数　66名、延べ
ウェブサイト数60サイ
ト
(3)「魅力再発見ウォー
キング」
平成25年度　泉自然公
園コース　3月29日実
施、参加者24人

（株）フュー
チャーリンク
ネットワー
ク、市立大宮
中学校、貝塚
中学校、千城
台西中学校、
千城台南中学
校、千葉市観
光協会、ちば
シティガイド

ウェブサイト
の運営管理、
サポーターへ
のウェブサイ
ト作成支援、
情報モラル講
習の実施、総
合的学習授
業、課外授業
実施、ウォー
キングコース
策定、ウォー
キングガイ
ド・案内

地域ポータル
サイト運営業
者、魅力サ
ポーター、中
学校、千葉市
観光協会や、
他関係機関と
協議し、若葉
区の魅力伝承
のためテー
マ、実施方法
についての企
画、調整。

97
若葉区役所
地域振興課

65

若葉区自主
企画事業
若葉区民ま
つり

区民相互の交流、ふれあいに
よる地域の活性化と区民意識
の醸成を図ることで区の特性
を活かした魅力あるまちづく
りを推進させることを目的と
して、まつりの実行委員会に
対し、まつりに係る経費を補
助するとともに、実行委員会
と協力して区民まつりを開催
した。

平成5年度
11月3日（日）実施
来場者数
59,000人

若葉区町内自
治会連絡協議
会、青少年育
成委員会、若
葉区体育指導
委員連絡会、
日本赤十字奉
仕団等

若葉区民まつ
りの実施、運
営

若葉区民まつ
りに関する事
務、事前準
備、実施運営
の補助

3,230
若葉区役所
地域振興課

66

緑区自主企
画事業
緑区合同パ
トロール

安全・安心なまちづくりの推
進と地域住民の防犯意識の高
揚を図るため、町内自治会、
防犯パトロール隊と協力して
パトロールを実施した。

平成25年度

年3回（10月、12月）
12月は2回実施
参加者延べ
118人

町内自治会、
防犯パトロー
ル隊

パトロール

企画・立案
（防犯講習会
企画・立案、
パトロール
コースの選
定、パトロー
ル資機材の準
備ほか）

156
緑区役所
地域振興課
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協働の
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67

緑区自主企
画事業
緑区ふるさ
とまつり

区の特性を活かした魅力ある
まちづくりのために必要な区
民相互の交流、ふれあいによ
る地域の活性化と区民意識の
醸成を図ることを目的とし
て、まつりに係る経費を補助
するとともに、実行委員会と
協力して区民まつりを開催し
た。

平成5年度
来場者数
51,000人

ふるさとまつ
り実行委員会

まつりの企
画・立案・運
営

補助金の交付
及び実行委員
会の事務局

3,000
緑区役所
地域振興課

68

緑区自主企
画事業
芸術文化交
流

緑区の新たな魅力を発信し、
区民相互の交流・ふれあいに
よる地域の活性化と区民意識
の高揚を図るために、実行委
員会と協力して芸術文化の交
流（芸術文化愛好家による作
品展示や演奏会）を行った。

平成25年度
参加者数
1,000人

まちカフェラ
イブ実行委員
会

出演者及び店
舗会場の募
集、当日の運
営

開会式会場の
調整及び広報
活動

233
緑区役所
地域振興課

69

美浜区自主
企画事業
美浜区安全
会議

安全安心な市民生活を確保す
るため、市民、警察、行政で
構成する安全会議を開催し、
警察からの犯罪情報を基に、
犯罪状況を認識し、市民と協
力して防止対策を検討し、実
施した。

平成22年度 年2回（7月、1月）
町内自治会代
表者

会議への参
加、犯罪防止
対策の検討

会議の主催 91
美浜区役所
地域振興課

70

美浜区自主
企画事業
美浜区人財
バンク

地域での市民活動を促進する
ため、長年蓄積されてきた知
識や経験・特技を「地域に役
立てたい」と考えている個人
や団体と地域のニーズにあっ
た人材を区役所でコーディ
ネートした。

平成24年度
登録者数
51名

区民

知識・経験・
技能等の提
供、地域での
活動

地域のニーズ
と人材のコー
ディネイト

144
美浜区役所
地域振興課
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協働の

開始年度
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協働相手について

71

美浜区自主
企画事業
安心カード
の配付

一人暮らし高齢者が増加する
中で、急病の場合などの緊急
時における速やかな対応が図
れるように、民生委員等の協
力を得て、かかりつけ医や緊
急連絡先等を記載できる安心
カードを配付した。

平成25年度
配付者数
3,800人

民生委員
安心カードの
配付

安心カードの
用意

285
美浜区役所
地域振興課

72

美浜区自主
企画事業
美浜区民
フェスティ
バル

地域の活性化と区民意識の醸
成を図り、もって区の特性を
活かした魅力あるまちづくり
に寄与することを目的とし
て、フェスティバルの実行委
員会に対して開催に必要な経
費を補助すとともに、実行委
員会と協力して区民フェス
ティバルを実施した。

平成5年度
10月実施
来場者
65,000人

美浜区民フェ
スティバル実
行委員会

区民フェス
ティバルの企
画、立案、実
施

区民フェス
ティバルの事
務局

3,060
美浜区役所
地域振興課

73

美浜区自主
企画事業
美浜区魅力
発見ウォー
キング
＆マップ作
成

市民の区への愛着を深め、美
浜区の魅力を広く周知するこ
とを目的に、市民参加による
魅力発見ウォーキングを実施
し、その後、参加者と協力し
て、主だったスポットを
ウォーキングコースとともに
マップとして作成し、広くＰ
Ｒした。

平成24年度
年2回実施
（11月、2月）

市民

ウォーキン
グ・マップづ
くりワーク
ショップへの
参加

ウォーキング
の実施、マッ
プ作成

158
美浜区役所
地域振興課
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協働の
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74

美浜区自主
企画事業
花のあふれ
るまちづく
り

花のあふれるまちづくりを推
進するため、ＪＲ検見川浜駅
他に設置したバラアーチ・
ローズタワーの維持管理を区
民と協力して行った。

平成14年度 通年
美浜区老人ク
ラブ連合会

バラアーチ・
ローズタワー
の維持管理

園芸用品の提
供

135
美浜区役所
地域振興課

75
応急手当イ
ンストラク
ター

応急手当の普及啓発を図るた
め、救命講習会の指導資格を
持つ応急手当普及員と協力し
て、市民を対象とした救命講
習会を開催した。

平成23年度
平成25年度
33回
115人

応急手当イン
ストラクター

応急手当の指
導

講習会の日程
調整・講習会
資器材の準備

0
消防局
救急課

76
青葉病院ボ
ランティア
事業

来院者の負担軽減を目的とし
て、市民ボランティアの協力
により、患者等の案内、誘
導、歩行困難者への補助を
行った。

平成19年度
週3回実施
参加者数
91人

市民ボラン
ティア

患者案内
休憩場所の提
供、エプロン
貸与

0
病院局
青葉病院
事務局

77
海浜病院ボ
ランティア
事業

来院者の負担軽減を目的とし
て、市民ボランティアが患者
等の案内、誘導、歩行困難者
への補助、清拭用タオルの整
理、車椅子の簡易な保守・整
備など、それぞれグループに
分かれて活動した。

平成7年度

案内等:週4日
タオル:週2日
車椅子整備:月1日実施
参加者数
約1,500人

ボランティア
みはま

患者案内･誘
導、歩行介助
及び車椅子補
助･整備など

ジャンバー・
ポロシャツ・
エプロンの貸
与、作業ス
ペースの提供

0
病院局
海浜病院
事務局

48 



49

協働相手側 市側
団体名など

役割分担
協働の

開始年度
市事業費
（千円）

番号 所管課項　目 概　　　要 事業の実績

協働相手について

78

学校・家
庭・地域連
携まちづく
り推進事業

子どもの地域に対する愛情を
育むため、各中学校区の学校
関係者、保護者代表、地区内
教育関係者、児童生徒代表に
より編成されたまちづくり推
進会議と協力して、植栽活動
や地域美化活動等特色ある地
域活動を行った。

平成5年度
児童生徒　　82,034名
保護者　　　8,715名
地域協力者　4,371名

保護者
青少年育成委
員会
町内自治会
等

企画運営
学校との連絡
調整・広報

947
教育委員会
指導課

79
長柄げんき
キャンプ

特別支援学級と特別支援学校
の児童生徒の生きる力や社会
性・自主性を育むことなどを
目的に実施する宿泊体験行事
において、ボランティアの協
力のもと、体験活動の補助、
身辺自立のための支援を行っ
た。

平成17年度

特別支援学校2校
小学校70校
中学校30校合計102校
参加児童生徒883名

教員希望の大
学生

児童生徒の指
導補助

ボランティア
の募集、報償
費・施設使用
料・食費の支
払い

2,001
教育委員会
指導課

80
中学校運動
部活動指導
者派遣事業

運動部活動の多種目化、技術
の専門性への対応を目的とし
て、専門的な技術を持った市
民を部活動の指導者として中
学校に派遣した。

平成4年度 33校に60人を派遣 市民

部を担当する
教員とともに
生徒の実技指
導及び助言を
行った。

指導者のス
ポーツ安全保
険への加入手
続等を行った

2,509
教育委員会
保健体育課

81
小学校プー
ル管理補助
員派遣事業

児童の水泳指導を安全かつ衛
生的な環境の下で行うため、
小学校の水泳指導期間中に、
地域住民が管理補助員となり
プール管理業務の補助等を
行った。

昭和59年度 34校に34人を派遣 地域住民
水質管理、
プールサイド
の清掃

清掃、保険の
加入

461
教育委員会
保健体育課
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82
子供たちの
学校生活へ
の復帰支援

不登校の子どもたちの不安や
悩みを解消し、学校生活への
復帰を手助けするため、教員
志望の学生等と協力して、学
習支援やスポーツ援助などを
行った。

平成15年度

適応指導教室、通年、
通級者115名
ジョイントキャンプ、
年2回、参加者述べ85名

教育センターでのグ
ループ活動、通年、通
級者52名
家庭訪問相談員、通
年、派遣数87件

教員志望又は
心理学を専攻
する千葉大学
等の大学生や
卒業生

学習支援及び
スポーツ援助

学習支援及び
スポーツ援
助、ボラン
ティアの指導
監督及び報償
費、適応指導
教室や教育セ
ンター内のグ
ループ活動の
管理・運営

322
教育委員会
教育センター学
校支援室

83

障害のある
子どもの学
校生活サ
ポート

市立の小・中学校の通常の学
級に在籍する肢体不自由児や
難聴児等の学校生活を支援す
るため、大学生等のボラン
ティアと協力して必要な介助
や援助を行った。

平成18年度
ボランティア人数
23名
派遣回数573回

大学生
社会人

肢体不自由児
や難聴児への
移動補助、水
泳指導補助、
トイレ介助、
着替え補助、
集会活動等で
の難聴補助、
学習等での情
報保障など

ボランティア
の募集及び派
遣、ボラン
ティアに対す
る活動内容の
説明・調整、
各校等の調整

256
教育委員会
養護教育セン
ター

84
長柄ハッ
ピーキャン
プ

養護教育センターのグループ
活動に参加する児童や通級指
導教室に通級する児童を対象
に、社会性を高めることを目
的に実施する集団宿泊学習に
おいて、大学生等のボラン
ティアと協力して集団活動の
支援や体調管理の補助を行っ
た。

平成17年度

年1回（10月）実施
2泊3日
参加者51人
ボランティア人数12人

大学生
社会人

宿泊体験学習
の補助

宿泊体験学習
の企画・運
営、ボラン
ティアの募集

277
教育委員会
養護教育セン
ター
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85
科学都市戦
略の推進

科学・技術を身近に感じるこ
とができる環境を整備するた
め、企業や大学、ＮＰＯや任
意団体などと協力して、科学
フェスタを中心に科学関連事
業を実施した。

平成23年度

科学ﾌｪｽﾀﾒｲﾝｲﾍﾞﾝﾄ開催
（10月12、13日）
来場者数
15,362人
ｻﾃﾗｲﾄｲﾍﾞﾝﾄ開催
（年間）
科学ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ、科学都
市戦略専門委員から市
民向けﾒｯｾｰｼﾞ発表

企業、大学、
ＮＰＯ、市民
団体

科学ﾌｪｽﾀへの
ブース出展、
実行委員会へ
の参加

イベントの企
画・運営、実
行委員会への
参加

2,087

教育委員会
生涯学習振興課
経済農政局
経済企画課

86
科学館の
小・中学生ボ
ランティア

来館者への理解および小中学
生のコミュニケーション能力
の向上を図るため、科学館職
員や科学館ボランティアと協
力して、館内の案内や解説の
補助、受付補助などを実施し
た。

平成21年度

小中学生ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ保護者
活動者説明会
6月　4回　40人
7月　15回 54人
小中学生ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ新規ﾎﾞ
ﾗﾝﾃｨｱ研修
７月 5回 48人

科学館ボラン
ティア

展示案内、解
説補助、受付
補助

募集案内の配
布を各学校に
協力要請

0
教育委員会
生涯学習振興課

87
公民館主催
事業への協
力

市民の学習ニーズを反映させ
るとともに、市民の学習成果
の活用の場とするため、公民
館が主催する各種事業の企
画、運営を、ボランティア団
体等の協力により実施した。

昭和28年度
779事業
延受講者
44,208人

公民館利用団
体、地域住民
等

公民館主催事
業の企画・運
営等への協力

公民館主催事
業の企画・運
営及び必要経
費の支払い

6,085
教育委員会
各公民館

88
子どもリー
ダー講習会

子ども会会員の高学年児童を
リーダーに育成するために実
施する講習会の企画、運営、
演習実技の指導等を、子ども
会リーダー組織と協力して実
施した。

平成12年度
年2回（6月、7月）実施
参加児童数
41人

みなみリー
ダーズクラブ

企画・運営へ
の協力

企画・運営及
び必要経費の
支払い

28
教育委員会
南部児童文化セ
ンター
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協働相手側 市側
団体名など

役割分担
協働の

開始年度
市事業費
（千円）

番号 所管課項　目 概　　　要 事業の実績

協働相手について

89
ボランティ
アによる講
座の開催

青少年の健全な育成を目的
に、大学生が前年のインター
ンシップ時に企画した在学青
少年対象の各種講座を、ボラ
ンティアとして自主的に開催
した。

平成20年度
年１回（8月）実施
参加者21名

インターシッ
プ大学生

小学生ととも
に科学工作

美術室の貸
与、工作実習
の監督

0
教育委員会
南部青少年セン
ター

90
加曽利貝塚
解説ボラン
ティア

来館者の理解を深めるため、
解説ボランティア養成講座を
修了した登録ボランティアの
協力により、施設及び展示の
解説、体験学習の指導等を行
うとともに、各種企画展等を
実施した。

平成15年度

博物館の展示解説や案
内、体験学習の補助
に、延べ1,700人余りの
ボランティアが活動

加曽利SMSガイ
ド隊

企画、準備、
調整、解説、
指導

工作機械等の
貸出、事業の
広報活動、事
業準備

40
教育委員会
加曽利貝塚博物
館

91
郷土博物館
展示解説ボ
ランティア

来館者の理解を深めるため、
展示解説ボランティア養成講
座を修了した登録ボランティ
アの協力により、博物館の展
示解説を行った。

平成15年度
通年
1,612回

展示解説ボラ
ンティア

展示解説
展示シート等
の用意

0
教育委員会
郷土博物館

92
市史編さん
事業

博物館収蔵の史料の整理を進
めるため、市史協力員として
登録された市民と協力して、
市史編さん業務のうち史料の
基礎整理や新聞記事データ
ベース入力等の補助的作業を
行った。

平成19年度 通年　165回 市史協力員 史料整理
目録用紙
整理封筒等の
用意

0
教育委員会
郷土博物館
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協働相手側 市側
団体名など

役割分担
協働の

開始年度
市事業費
（千円）

番号 所管課項　目 概　　　要 事業の実績

協働相手について

93
子ども読書
まつり

子どもが読書に関心を持つこ
とを目的に各図書館が行う子
ども読書まつり関連イベント
を、ボランティア団体等の協
力により実施した。

平成16年度

10月8日打瀬分館、10月
12日みやこ図書館・花
見川団地分館、10月19
日中央図書館、10月26
日花見川・稲毛・若葉
図書館、11月9日美浜図
書館、11月23日緑図書
館、参加者数8,430人

地域おはなし
ボランティ
ア、千葉市文
庫連絡協議
会、としょか
んふれんず千
葉市、ＮＰＯ
法人郷土ちば
に親しむ会

イベント実
施、補助

イベントの企
画・運営

0
教育委員会
中央図書館
情報資料課

94
地域おはな
しボラン
ティア活動

子どもが読書に関心を持つこ
とを目的として、地域おはな
しボランティア養成講座を修
了した登録ボランティアと協
力して、市内各機関等からの
要請に基づき、子どもたちへ
の読み聞かせなどを行う各種
の｢おはなし会｣を実施した。

平成17年度

通年
活動場所　50か所
活動回数　213回
活動人数　738人

地域おはなし
ボランティア

わらべうた・
絵本の読み聞
かせ・素話等

活動場所・日
程の調整、ス
キルアップ研
修の実施

0
教育委員会
中央図書館
情報資料課

※実施計画に掲載した下記の項目については事業の内容が「支援・補助」に該当するため、そちらに掲載させていただきました。

・中央区自主企画事業防犯ウォーキング

・稲毛区自主企画事業セーフティマップ

・稲毛区自主企画事業防犯ウォーキング

・若葉区自主企画事業花のあふれるまちづくり

・美浜区自主企画事業防犯ウォーキング

※実施計画に掲載した下記の項目については実施しませんでした。

・中央区自主企画事業　中央区ふるさとまつり

・地球温暖化防止アドバイザー

※実施計画に掲載した、「美浜区自主企画事業こども防災体験」は参加・協働に該当しませんでした。

※実施計画に掲載した、「適応指導教室管理運営」と「教育センター教育相談」については、実情把握の上、「子供たちの学校生活への復帰支援」にまとめさ
せていただきました。
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1 自主防災組織育成

自主防災組織の育成や活動の促進を図るため、
組織の新規設置、防災資機材の購入および賃
借、防災訓練の実施に対し助成した。
根拠要綱等：自主防災組織助成要綱、自主防災
組織育成指導要綱

昭和54年度

設置助成
35団体
資機材購入
100団体
活動助成
30,867人

自主防災組織 13,558

総務局
防災対策課
各区役所
地域振興課

2
町内自治会連絡協議会
運営補助

地域社会における住民自治組織の振興及び育成
を図るため、市内町内自治会に係る諸問題の協
議などを行う千葉市町内自治会連絡協議会の運
営に対し、補助金を交付した。
根拠要綱等：町内自治会連絡協議会運営補助金
交付要綱

昭和33年度 1団体
千葉市町内自
治会連絡協議
会

9,349
市民局
市民自治推進課

3
地区コミュニティづく
り懇談会運営補助事業

コミュニティづくり活動を促進するため、概ね
中学校区を範囲とした地域で活動する町内自治
会・NPO・企業・大学などの諸団体で組織する地
区コミュニティづくり懇談会の運営に対し、補
助金を交付した。
根拠要綱等：地区コミュニティづくり懇談会運
営補助金交付要綱

昭和54年度 25団体
地区コミュニ
ティづくり懇
談会

1,250

市民局
市民自治推進課
各区役所
地域振興課

4 防犯アドバイザー派遣

市民の自主的な防犯活動を支援するため、防犯
に関して専門的な知識や経験を有する防犯アド
バイザーを、市民団体等に派遣した。
根拠要綱等：防犯アドバイザー派遣実施要綱

平成18年度 15団体 自治会等 310
市民局
市民サービス課

5
防犯パトロール隊支援
物品配付事業

地域の防犯活動の一環として、防犯パトロール
を実施している団体及びこれから実施しようと
する団体に対し、活動に必要な物品を配付し
た。
根拠要綱等：防犯パトロール隊支援物品配付要
綱

平成16年度 27団体
防犯パトロー
ル隊

766

市民局
市民サービス課
各区役所
地域振興課

(４)支援・補助

項　目 概　　　要 協働相手
協働の

開始年度
市事業費
（千円）

　市民が自発的・自主的に行う事業に対し、市が物的支援や財政的支援などを行うものです。

所管課事業の実績番号
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項　目 概　　　要 協働相手
協働の

開始年度
市事業費
（千円）

所管課事業の実績番号

6 文化活動支援事業
本市の芸術文化の振興を図るうえで有益である
と認められる事業について、共催・後援等を実
施した。

昭和40年代
共催・後援等115事業
参加者数
285,025人

文化団体 783
市民局
文化振興課

7
ボランティア電話相談
員研修事業

24時間電話相談を行う｢いのちの電話｣に従事す
るボランティア電話相談員の養成及び資質向上
のために実施する研修に対し、補助金を交付し
た。
根拠要綱等：社会福祉法人ボランティア電話相
談員研修費補助金交付要綱

平成14年度
研修参加者数
240人

社会福祉法人
千葉いのちの
電話

500
保健福祉局
地域福祉課

8 自死遺族支援事業

自殺者の遺族の心のケアを行うため、自死遺族
を支援する団体が行う遺族グループ会議の運営
やボランティアの養成等の諸活動に対し、補助
金を交付した。
根拠要綱等：自死遺族支援事業補助金交付要綱

平成21年度
12回開催
遺族参加者数
44人

社会福祉法人
千葉いのちの
電話

87
保健福祉局
地域福祉課

9 エイズ対策促進事業

感染者や患者などに対する相談活動及びエイズ
の正しい知識の普及、啓発を目的として活動す
るボランティアグループに対し、事務室の無償
貸与を行った。

平成10年度
1団体
毎月第3日曜日に実施

ボランティア
団体「エイズ
サポート千
葉」

0
保健福祉局
健康企画課

10 育児支援事業

子育ての不安等の軽減及び母子の健全育成を目
的として活動する市民の育児サークルに対し、
保健師等の派遣による育児相談や情報提供など
の人的支援を行った。

平成11年度

育児サークル
年間402回
参加者数
13,364

市民運営の育
児サークル、
社会福祉協議
会地区部会

0
保健福祉局
健康支援課
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項　目 概　　　要 協働相手
協働の

開始年度
市事業費
（千円）

所管課事業の実績番号

11
ふれあい食事サービス
事業

高齢者の心身健康保持及び社会参加の促進を図
るため、町内自治会・民生委員・老人クラブ
等、地域住民で構成される市社会福祉協議会地
区部会が行う会食等の事業に対し、補助金を交
付した。
根拠要綱等：社会福祉法人千葉市社会福祉協議
会ふれあい食事サービス事業実施要綱、千葉市
社会福祉協議会補助金交付要綱

昭和58年度
3つの実施形式で13,525
食を提供

市民 8,223
保健福祉局
高齢福祉課

12
地域見守り活動支援事
業

一人暮らしの高齢者等が、いつまでも住みなれ
た地域で安心して暮らし続けることができるよ
うに、高齢者の見守りにつながる地域活動を行
う団体に対し、補助金を交付した。
根拠要綱等：地域見守り活動支援補助金交付要
綱

平成23年度 12団体
自治会、NOP
法人等

1,757
保健福祉局
高齢福祉課

13
精神保健福祉ボラン
ティア活動への支援

精神疾患や精神障害者に対する市民の理解を深
めることや精神障害者等の社会復帰を支援する
ことを目的に活動を行うボランティア団体に対
し、保健師の派遣、研修の実施等により相談へ
の対処や運営のための専門的、技術的な支援を
行った。

平成13年度
23回実施
参加者数：547名

千葉市こころ
のボランティ
アあおば

0
保健福祉局
こころの健康セ
ンター

14
青少年育成委員会活動
事業

各中学校区青少年育成委員会が実施するレク活
動や非行防止活動、地域の環境浄化活動、こど
もたちが緊急に避難できる「こども110番のい
え」協力の家庭や事業所の拡大推進等の青少年
健全育成のための各事業に対し、補助金を交付
した。
根拠要綱等：青少年健全育成事業補助金交付要
綱

昭和34年度 55団体
青少年育成委
員会等

17,011
こども未来局
健全育成課

15
青少年相談員連絡協議
会活動事業

地域社会での青少年健全育成活動の積極的な推
進を図るため、青少年相談員連絡協議会が行う
標語コンクール、青少年のつどい大会等の各種
事業に対し、補助金を交付した。
根拠要綱等：青少年健全育成事業補助金交付要
綱

昭和38年度
１団体
参加者数:532人

千葉市青少年
相談員連絡協
議会

5,054
こども未来局
健全育成課
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項　目 概　　　要 協働相手
協働の

開始年度
市事業費
（千円）

所管課事業の実績番号

16 青少年育成団体等事業

市内で青少年健全育成活動を行う団体が実施す
る、広く市民に開かれた青少年の健全育成事業
を支援するため、青少年健全育成事業を行う
ボーイスカウト等の団体に対して、補助金を交
付した。
根拠要綱等：千葉市青少年健全育成事業補助金
交付要綱

昭和35年度 4団体

ボーイスカウ
ト、ガールス
カウト、海洋
少年団、幸町
自治会

1,211
こども未来局
健全育成課

17 子ども会育成事業

子どもたちが異年齢間での交流や集団行動を通
じて協調性や創造性を身につけるられるよう、
子ども会育成連絡会の行う事業に対し、補助金
を交付した。
根拠要綱等：青少年健全育成事業補助金交付要
綱

昭和49年度
１団体
参加者数
4,619人

子ども会育成
連絡会

1,469
こども未来局
健全育成課

18 成人団体学習育成事業

障がいを持つ方々同士の交流や自立を図るた
め、余暇活動等の交流の場を提供する事業に対
して、補助金を交付した。
根拠要綱等：青少年健全育成事業補助金交付要
綱

昭和57年度 2団体

ちばみなとク
ラブ
はばたき青年
学級

38
こども未来局
健全育成課

19
青少年補導員連絡協議
会活動事業

青少年の非行防止と健全な育成を推進するた
め、青少年補導員連絡協議会が行う全体研修
会、環境浄化促進活動などの各種事業に対し、
補助金を交付した。
根拠要綱等：青少年健全育成事業補助金交付要
綱

昭和46年度
１団体
参加者数:199人

青少年補導員
連絡協議会

452
こども未来局
青少年サポート
センター

20
地域環境保全自主活動
補助

地域に根ざした市民の自主的な環境保全活動を
支援、育成していくため、環境保全活動を行う
団体に対し、補助金を交付した。
根拠要綱等：地域環境保全自主活動事業補助金
交付要綱

平成2年度 2団体
ボランティア
団体

196
環境局
環境保全課
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項　目 概　　　要 協働相手
協働の

開始年度
市事業費
（千円）

所管課事業の実績番号

21
生ごみ資源化アドバイ
ザー派遣

生ごみの減量及び資源化推進のため、町内自治
会、学校、市民活動団体、事業者等が行う活動
にアドバイザーを派遣し、助言や技術指導等を
行った。
根拠要綱等：生ごみ資源化アドバイザー派遣事
業実施要綱

平成17年度 19団体
町内自治会
市民団体等

364
環境局
廃棄物対策課

22
美しい街づくり活動支
援

地域の美化推進を目的に、自発的に散乱ごみの
収集やポイ捨て防止の指導、啓発活動等を定期
的に行う団体や個人に対し、清掃用具等を支援
した。
根拠要綱等：美しい街づくりに係る活動支援要
綱

平成12年度 313団体
町内自治会、
ボランティア
団体等

1,028

環境局
廃棄物対策課
各区役所
地域振興課

23 集団回収

ごみ減量、再資源化の一層の推進のため、町内
自治会、子ども会等の地域団体が自主的に行う
古紙、布類の資源回収活動に対し、回収量等に
応じて補助金を交付するとともに、保管庫等を
貸与した。
根拠要綱等：資源回収促進奨励補助金交付要綱

平成2年度

団体数
829団体
回収量
16,356t

町内自治会、
子ども会、老
人会等、20世
帯以上の有志
の団体のう
ち、市に登録
した団体

36,146
環境局
収集業務課

24
千葉都心イルミネー
ション

中心市街地の活性化を図るために、地元商店街
や関係団体で組織する実行委員会が行う事業に
対し、経費の一部を支援するとともに、助言を
行った。

平成2年度 1団体
千葉都心イル
ミネーション
実行委員会

6,500
経済農政局
産業支援課

25 農地・水保全管理

農業が本来有する自然循環機能を維持、増進す
るため、集落内の農業者、町内自治会員等が農
地や農地周辺の水路、農道などの保全管理をす
る活動に対し、補助金を交付した。
根拠要綱等：農地・水保全管理支払交付金実施
要綱

平成19年度 6団体

農業者及び住
民などで構成
される活動組
織

1,644
経済農政局
農政課
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項　目 概　　　要 協働相手
協働の

開始年度
市事業費
（千円）

所管課事業の実績番号

26
森林ボランティア推進
事業

里山の有する公益的機能の維持増進を図り、市
民の里山に対する理解と関心を深め、ボラン
ティア活動が促進されるよう、里山活動を行う
ボランティア団体に対して補助金の援助を行っ
た。

平成18年度 4団体
里山活動を行
うボランティ
ア団体

41
経済農政局
農業経営支援課

27
都市景観デザイン市民
団体支援

都市景観の形成を推進するため、都市景観の向
上を目指す活動を自主的、継続的に行う市民団
体に対し、技術的支援を行った。
根拠要綱等：都市景観条例、都市景観条例施行
規則

平成9年度 2団体

都市景観デザ
イン市民団体
に認定した団
体

0
都市局
都市計画課

28
景観形成推進地区活動
団体支援

良好な景観の形成を推進するため、重点的・先
導的な景観形成を図る景観形成推進地区の指定
に向けて活動する団体に対し、技術的支援を
行った。

平成22年度 1団体

景観形成推進
地区の指定に
向けて活動す
る団体

0
都市局
都市計画課

29
｢やってみようよまち
づくり｣支援制度

地域の特性と意向を踏まえた住みよいまちづく
りを進めるため、市民自らが地域において行う
まちづくり活動等に対し、専門的知識を有する
人材を派遣するほか、活動経費を補助した。
根拠要綱等：やってみようよまちづくり支援制
度要綱

平成14年度
公開講座　1回
出前講座　4回
ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ派遣　7回

町内自治会
まちづくり団
体

640
都市局
まちづくり推進
課

30 市民緑地維持管理活動

市民緑地を良好な状態に保全するため、地域住
民が行う清掃、草刈、中低木の剪定等に対し、
ごみの回収、報償金の交付を行った。
根拠要綱等：市民緑地設置事業実施要綱、市民
緑地の維持管理に関する協定

平成18年度 18団体
市民緑地維持
管理団体

5,603
都市局
緑政課
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項　目 概　　　要 協働相手
協働の

開始年度
市事業費
（千円）

所管課事業の実績番号

31 緑化推進協議会事業

緑豊かな街づくりを推進するため、都市緑地法
に基づく緑地協定を結んだ地域及び、本協議会
の目的に賛同した地域により構成される協議会
が実施する、樹木診断、園芸講習会等に対し、
運営を支援するとともに、補助金を交付した。
根拠要綱等：緑化推進協議会事業補助金交付要
綱

昭和53年度 55団体
緑化推進を目
的とした団体

93
都市局
緑政課

32
中央区自主企画事業
地域活性化支援

地域の活性化を目的として、区民が主体となっ
て、地域の活性化及び地域における課題解決等
を行う活動に対して、その活動に必要な経費を
助成した。

平成25年度 16団体
社会福祉協議
会等

3,715
中央区役所
地域振興課

33
中央区自主企画事業
防犯ウォーキング

地域の防犯力の強化、及び防犯の抑止を図るた
め、日頃のウォーキングや犬の散歩時などに、
ボランティアで防犯ウォーキングを実施する区
民に対して、ウォーキング時に着用する物資を
貸与した。

平成18年度
登録者数
247人

ボランティア 216
中央区役所
地域振興課

34
花見川区自主企画事業
地域活性化支援

地域の活性化を目的として、区民が主体となっ
て、地域の活性化及び地域における課題解決等
を行う活動に対して、その活動に必要な経費を
助成した。

平成25年度 10団体 地域活動団体 3,252
花見川区役所
地域振興課

35
花見川区自主企画事業
防犯ウォーキング

地域の防犯力の強化、及び防犯の抑止を図るた
め、日頃のウォーキングや犬の散歩時などに、
ボランティアで防犯ウォーキングを実施する区
民に対して、ウォーキング時に着用する物資を
貸与した。

平成18年度
登録者数
329人

ボランティア 195
花見川区役所
地域振興課
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項　目 概　　　要 協働相手
協働の

開始年度
市事業費
（千円）

所管課事業の実績番号

36
稲毛区自主企画事業
地域活性化支援

地域の活性化を目的として、区民が主体となっ
て、地域の活性化及び地域における課題解決等
を行う活動に対して、その活動に必要な経費を
助成した。

平成25年度 7団体 市民団体 2,820
稲毛区役所
地域振興課
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項　目 概　　　要 協働相手
協働の

開始年度
市事業費
（千円）

所管課事業の実績番号

37
稲毛区自主企画事業
セーフティマップ

防犯・防災に関する災害危険箇所、避難場所等
の地域情報を調査・収集し、周辺住民、町内自
治会等と協働してマップを作成した。また、
セーフティマップの作成に必要な物品の支給を
行った。

平成23年度
講習会1回
参加者数
86人

町内自治会、
自主防災会

288
稲毛区役所
地域振興課

38
稲毛区自主企画事業
防犯ウォーキング

地域の防犯力の強化、及び防犯の抑止を図るた
め、日頃のウォーキングや犬の散歩時などに、
ボランティアで防犯ウォーキングを実施する区
民に対して、ウォーキング時に着用する物資を
貸与した。

平成18年度
登録者数
257人

ボランティア 132
稲毛区役所
地域振興課

39
若葉区自主企画事業
地域活性化支援

地域の活性化を目的として、区民が主体となっ
て、地域の活性化及び地域における課題解決等
を行う活動に対して、その活動に必要な経費を
助成した。

平成25年度 14団体

町内自治会、
ＮＰＯ、ボラ
ンティア団体
等

2,400
若葉区役所
地域振興課

40
若葉区自主企画事業
花のあふれるまちづく
り

花の維持管理を地域で実施するため、若葉区内
各地区へ花苗の配布を行うとともに、若葉区民
を対象に、講師を招き実技を含む講義を実施し
た。

①花苗配布
平成14年度
②花づくり

教室
平成16年度

①1,900ポット配付
②年2回開催、60名参加

①三樹園緑化
②園芸協会

①200
②144

若葉区役所
地域振興課

41
若葉区自主企画事業
防犯ウォーキング

地域の防犯力の強化、及び防犯の抑止を図るた
め、日頃のウォーキングや犬の散歩時などに、
ボランティアで防犯ウォーキングを実施する区
民に対して、ウォーキング時に着用する物資を
貸与した。

平成18年度
登録者数
256名

ボランティア 43
若葉区役所
地域振興課
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項　目 概　　　要 協働相手
協働の

開始年度
市事業費
（千円）

所管課事業の実績番号

42
緑区自主企画事業
地域活性化支援

地域の活性化を目的として、区民が主体となっ
て、地域の活性化及び地域における課題解決等
を行う活動に対して、その活動に必要な経費を
助成した。

平成25年度 13団体

町内自治会、
ボランティア
団体、市民活
動団体等

1,651
緑区役所
地域振興課

63



64

項　目 概　　　要 協働相手
協働の

開始年度
市事業費
（千円）

所管課事業の実績番号

43
緑区自主企画事業
防犯ウォーキング

地域の防犯力の強化、及び防犯の抑止を図るた
め、日頃のウォーキングや犬の散歩時などに、
ボランティアで防犯ウォーキングを実施する区
民に対して、ウォーキング時に着用する物資を
貸与した。

平成18年度
登録者数
282人

ボランティア 81
緑区役所
地域振興課

44
緑区自主企画事業
チューリップまつり

区民相互の交流・ふれあいによる地域の活性化
と区民意識の醸成を図ることを目的に、区民主
体による花に関連したイベントの開催や球根・
草花の植付などを行う実行委員会へ補助金を交
付した。

平成16年度
来場者数
400人

ふれあい広場
「野馬の里」
委員会

1,000
緑区役所
地域振興課

45
美浜区自主企画事業
地域活性化支援

地域の活性化を目的として、区民が主体となっ
て、地域の活性化及び地域における課題解決等
を行う活動に対して、その活動に必要な経費を
助成した。

平成25年度 12団体

町内自治会、
ボランティア
団体、NPO法
人、商店街、
大学学生サー
クル等

3,293
美浜区役所
地域振興課

46
美浜区自主企画事業
防犯ウォーキング

地域の防犯力の強化、及び防犯の抑止を図るた
め、日頃のウォーキングや犬の散歩時などに、
ボランティアで防犯ウォーキングを実施する区
民に対して、ウォーキング時に着用する物資を
貸与した。

平成18年度
登録者数
120人

ボランティア 81
美浜区役所
地域振興課

47
学校セーフティウォッ
チ事業

子どもたちの安全確保に取り組むため、登下校
の見守りや巡回の活動を行う市民(学校セーフ
ティウォッチャー)に対し、腕章の配布、講習会
の開催等を行うほか、スクールガード・アドバ
イザーが巡回して助言や情報提供等を行った。

平成17年度

保護者・地域のボラン
ティア
25,271人
ｽｸｰﾙｶﾞｰﾄﾞ･ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ
13人配置

保護者・地域
のボランティ
ア

1,356
教育委員会
学事課

48 指定文化財補助事業

文化財の適正な保存管理とその活用を図るた
め、市内の指定文化財の管理や保存整備(草刈、
清掃、火災報知器定期点検)を行う文化財所有者
に対し、補助金を交付した。
根拠要綱等：文化財保護事業補助金交付要綱

昭和60年度 １人、3団体 文化財所有者 154
教育委員会
生涯学習振興課
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項　目 概　　　要 協働相手
協働の

開始年度
市事業費
（千円）

所管課事業の実績番号

49 郷土芸能保護事業

郷土芸能を継承するため、団体が市民を募集し
て後継者を養成する事業や、団体が行う用具の
補修に対し、補助金を交付した。
根拠要綱等：社会教育関係団体事業補助金交付
要綱

昭和55年度 1団体
郷土芸能継承
者団体

346
教育委員会
生涯学習振興課

※実施計画に掲載した下記の項目については事業の内容が「事業協力」に該当するため、そちらに掲載させていただきました。

・中央区自主企画事業ガーデニングボランティア

・花見川区自主企画事業地域主体型防災訓練

・花見川区自主企画事業花見川区民まつり

・稲毛区自主企画事業稲毛区民まつり

・若葉区自主企画事業まちづくりに対する意識向上

・若葉区自主企画事業若葉区の魅力伝承

・若葉区自主企画事業若葉区民まつり

・緑区自主企画事業緑区ふるさとまつり

・美浜区自主企画事業美浜区民フェスティバル

・里山の保全推進事業・市有林整備事業

※実施計画に掲載した下記の項目については実施しませんでした。

・落書き消去支援
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1
男女共同参画に関す
る市民意識・実態調
査

9月 3,000 941 31.4
市民局
男女共同参画課

2

消費者教育の推進に係
る課題整理のための
ワークショップ開催事業
（対面式アンケート実
施）

11～12月 1,119 1,119 100
市民局
消費生活センター

3
高齢者保健福祉推進
計画策定のための実態
調査

12～1月 7,200 4,188 58.2
保健福祉局
高齢福祉課

1月 4,415 2,437 55.2

2月 3,776 1,307 34.6

5
海辺（稲毛～幕張）の
グランドデザイン策定に
係るアンケート調査

8月
9月
10月

－ 307 －
都市局
緑政課

6

第１回検見川ビーチ
フェスタにおけるイベン
ト内容等に係るアン
ケート調査

5月 － 571 －
都市局
緑政課

今後の具体的施策の基礎資料とするため、男女共同参画に関
する市民の意識と実態を調査した。
対象：20歳以上の市内在住者3,000人

高齢者保健福祉推進計画（介護保険事業計画）策定のための
予備調査として、日常生活圏域ごとの高齢者の状態などにつ
いて調査した。
対象：65歳以上の高齢者
（日常生活圏域ごとに300人、合計24圏域7,200人）

実施時期
対象者数
（人）

所管課概　　　要
回答率
（％）

計画
番号

消費者教育推進計画の策定に向け、千葉市の消費生活の現状
について把握するため、ワークショップで検討された結果等
を受け、市民への対面式アンケート調査を実施した。

３　市民の意向の把握

項　目
回答者数
（人）

　市政に関する課題を分析・整理し、新たな施策の策定等に役立てるため、市政全般や行政各分野に関する市民の意向（市民が持っ
ている認識・評価・期待など）や市政の考え方の傾向を把握するものです。

4
保健福祉局
障害企画課

障害者計画等策定実
態調査

千葉市の障害者施策の方向性を定める計画の策定に向けて、
市内在住の障害者等に対しアンケート調査を実施した。
対象：上段　障害者児、下段　市民一般

稲毛海浜公園検見川地区の活性化に向けた検討を進めるにあ
たり、利用実態や利用者のニーズを把握し、今後のイベント
等に関する検討に役立てるために実施した。
対象：公園利用者

海辺のグランドデザイン策定にむけて、稲毛海浜公園及び幕
張海浜公園の利用目的等の理解や公園利用者の視点やニーズ
の把握を目的とした基礎調査を実施した。
対象：公園利用者
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1
防災リーダー養成講
座

災害時における的確かつ迅速な行動力の養成及び防火防災
訓練の定着化を図るため、実技を中心とした防災講座を開
催した。
対象：市内在住の自主防災組織の指導者、または地域防災
に関心のある方

平成14年度
11月
12月
2月

3 101
総務局
防災対策課

2 防災リーダー研修会
住民の防災意識向上のため、防災に関する専門家の講演を
行った。
対象：防災に関心のある市民

平成元年度 3月 1 750
総務局
防災対策課

3
職員研修「市民主体
のまちづくり」

市民ニーズが複雑・多様化する中、市民視点で地域の課題
に取り組むことが必要であることから、市の取組事例等を
通して、市民参加と協働の基本的な考え方を学ぶ研修を実
施した。
対象：新規採用職員、新規経験者採用職員、新規採用技能
員

平成22年度 4月 1 208
総務局
人材育成課

4
職員研修「協働コー
ディネート力養成研
修」

地域の様々な資源（人・企業・団体など）を連携させなが
ら、それぞれに適した活躍の場を提供していくために必要
なコーディネート力について学習するとともに、具体的手
法を習得する研修を実施した。
対象：希望する職員

平成23年度 12月 2 59
総務局
人材育成課

5
職員研修「ファシリ
テーション研修」

ファシリテーションの基礎を学び、会議等の場面で参加者
の主体性と相互作用を引き出し、議論を円滑に進め、合意
形成へ導くための具体的手法を習得する研修を実施した。
対象：希望する職員

平成23年度 11月 1 32
総務局
人材育成課

４　市民と職員の意識向上と人材育成

概　　　要
実施
時期

講座数
（講座）

参加者数
（人）

開始年度

　市民参加・協働を着実に推進するため、市民と職員の意識向上と人材の育成に取り組むものです。

所管課
計画
番号

項　目
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概　　　要
実施
時期

講座数
（講座）

参加者数
（人）

開始年度 所管課
計画
番号

項　目

6
夜間講座「いま協働に
問われていること」

地域と市が前向きに取組みを進めるため、どのような関係
づくりを進めたらよいのか、またそれが、市と地域にどの
ようなメリットをもたらすのかを学ぶ講座を実施した。
対象：希望する職員

平成25年度 1月 1 17
総務局
人材育成課

7
ファシリテーター養
成講座

公共の課題を解決する会議等の場において、参加者の意見
や持ち味を最大限に引き出し、多様な意見をまとめ、合意
形成に導くことができる人（ファシリテーター）を養成す
る講座を開催した。
対象：市内在住・在勤・在学者、市内で地域活動を行って
いる方または行う予定の方

平成20年度 2月 2 104
市民局
市民自治推進課

8
地域安全まちづくり
講座

防犯に関する専門的・実践的な講座を開催し、地域防犯活
動のリーダーを養成した。
対象：市内在住・在勤・在学者

平成18年度 10月 1 55
市民局
市民サービス課

9
防犯パトロール隊交
流会

地域において防犯パトロール活動を実施している各団体が
一堂に会して交流することにより、団体相互の連携、隊員
の防犯意識の向上、防犯パトロール活動の活性化等を図っ
た。また、「千葉市防犯パトロール隊表彰要綱」に基づく
表彰を行った。
対象：防犯パトロール隊代表者及び隊員

平成17年度 7月 1 236
市民局
市民サービス課

10
自転車マナーアップ
フェスタ

自転車利用者に対し、交通ルールなどの遵守を促すため、
マナーアップイベントを開催した。また、自転車安全利用
講習会の参加者に対し、地域における自転車の安全利用の
普及などについて貢献を促した。
なお、講習会参加者には翌年度の駐輪場定期利用の優先権
を付与した。
対象：市内在住・在勤・在学者

平成25年度
10月
3月

2 850
市民局
市民サービス課

11
自転車安全利用講習
会

自転車マナーアップフェスタでの講習会とは別に、自転車
利用者に対して、交通ルールなどの遵守を促すとともに、
地域における自転車の安全利用の普及などについて貢献を
促すために各区において開催した。
なお、講習会参加者には翌年度の駐輪場定期利用の優先権
を付与した。
対象：市内在住・在勤・在学者

平成25年度 11月 6 180
市民局
市民サービス課
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概　　　要
実施
時期

講座数
（講座）

参加者数
（人）

開始年度 所管課
計画
番号

項　目

12
男女共同参画セン
ター地域活動支援講
座(人材育成講座)

男女共同参画センターにおいて、グループの活性化や人材
の育成につながる講座(託児ボランティア養成講座、ファシ
リテーター養成講座、市民企画講座)を開催した。
対象：市内在住・在勤・在学者

平成12年度 7～1月 4 83
市民局
男女共同参画課

13
ブックスタート研修
会

４か月児健康診査において絵本の読み聞かせを行い、絵本
を渡すブックスタートを行う人材を育成するため、読み聞
かせの方法等を学ぶ研修会を開催した。
対象：えほんボランティア養成講座を受講した方

平成22年度 3月 1 68
保健福祉局
健康支援課

14
ヘルスメイト（食生
活改善推進員）養成
講座

食を通して地域の健康づくりの活動を行う人材を育成する
ため、地区組織活動や健康に関する講義及び調理実習等を
内容とする講座を開催した。
対象：受講修了後に食生活改善推進員として活動できる市
民

昭和61年度 9～2月 1 24
保健福祉局
健康支援課

15
ヘルスサポーター養
成教室

健康づくりのための運動を自ら実践し、地域で運動を継続
していく自主グループをつくるリーダーを養成する教室を
開催した。
対象：受講終了後、地域で自主的に活動できる市民

平成24年度 5～3月 59 667
保健福祉局
健康支援課

16

ことぶき大学校（ボ
ランティア実践コー
ス、創造活動コー
ス）

ことぶき大学校において、ボランティア人材の育成や地域
貢献活動への意識向上につながる講座（ボランティア実践
コース：福祉健康・園芸学科、創造活動コース：美術・陶
芸学科）を開催した。
対象：50歳以上の市内在住者

平成23年度 4～3月 1 167
保健福祉局
高齢福祉課

17
点訳ボランティア養
成講座

視覚障害者との交流活動の促進を図るとともに、市の広報
活動の支援者として活動できる人材を育成するため、点訳
に必要な技術等の習得を目的とする養成講座を開催した。
対象：市内在住者

平成5年度 5～3月 1(20回) 11
保健福祉局
障害者自立支援課
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概　　　要
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時期
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（講座）
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（人）

開始年度 所管課
計画
番号

項　目

18
音訳ボランティア養
成講座

視覚障害者との交流活動の促進を図るとともに、市の広報
活動の支援者として活動できる人材を育成するため、朗読
に必要な技術等の習得を目的とする養成講座を開催した。
対象：市内在住者

平成5年度 5～3月 1(20回) 11
保健福祉局
障害者自立支援課

19
精神保健福祉ボラン
ティア入門講座

精神保健福祉ボランティアとして活動できる人材を育成す
るため、精神疾患について基礎的な知識の習得を目的とす
る入門講座を開催した。
対象：ボランティア活動に興味がある市民

平成13年度 7月 1 43
保健福祉局
こころの健康セン
ター

20
精神保健福祉フォ
ローアップ講座

精神保健福祉ボランティアとして活動できる人材を育成す
るため、ボランティア活動体験を含むフォローアップ講座
を開催した。
対象：精神保健福祉ボランティア入門講座を受講した市民

平成13年度 9月 1 41
保健福祉局
こころの健康セン
ター

21
精神保健福祉ボラン
ティアサポート講座

精神保健福祉ボランティア活動を継続して行うことができ
るようにグループワークを含むサポート講座を開催した。
対象：精神保健福祉ボランティアとして活動している市
民、精神保健福祉ボランティア入門講座を受講した市民

平成19年度 11月 1 10
保健福祉局
こころの健康セン
ター

22 ユースリーダー研修

少年自然の家を使い、高校生～大学生年代のリーダー養成
を行い、将来的に、自治活動のリーダーとして活躍できる
よう育成を実施した。
対象：高校生から大学生世代の市民

平成20年度
8月中旬
(25年度よ
り隔年）

7 20
こども未来局
健全育成課

23
自然保護ボランティ
ア育成講座

自然環境の保全再生、動植物に関する調査を率先して行え
る指導者や実践者を育成するため、必要な知識や方法を習
得することを目的とした講座を開催した。
対象：自然保護の保全・再生に関心のある市民

平成14年度 11～2月 5 10
環境局
環境保全課
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24
生ごみ資源化アドバ
イザー養成講座

生ごみ減量及び資源化活動に対する助言、技術指導等を行
う｢生ごみ資源化アドバイザー｣を養成するため、講座を開
催した。
対象：市内在住・在勤・在学者

平成17年度 3月 1 30
環境局
廃棄物対策課

25
森林ボランティア技
術研修

森林の保全整備を行う森林ボランティアを養成するため、
必要な知識・技術の習得を目的とした技術研修を開催し
た。
対象：市内在住・在勤・在学者

平成12年度
2月
3月

2 20
経済農政局
農業経営支援課

26
森林ボランティア安
全研修

森林内作業の安全を図り、ボランティアによる森林の保
全、管理を推進するため、林業機械の実習やリスクアセス
メントに関する講義を内容とする安全研修を開催した。
対象：森林ボランティア団体

平成16年度 7月 1 20
経済農政局
農業経営支援課

27
農業ボランティア制
度

農業従事希望者が、農作業をスムーズに行うことができる
ように、農業の基礎知識の習得を目的とした研修を開催し
た。
対象：市内在住者

平成24年度 5～6月 2 27
経済農政局
農業経営支援課

28 まちづくり公開講座

まちづくり活動の進め方など、まちづくり活動に関する知
識の普及や情報の提供を行い、まちづくりを担う人材を育
成するための講座を開催した。
対象：市内在住・在勤・在学者

平成18年度 3月 1 13
都市局
まちづくり推進課

29
緑と花の地域リー
ダー養成講座

市民自らが意欲的に｢緑と花の地域リーダー｣として活動す
るため、｢入門編｣と｢応用・実践編｣に分けて、必要な事項
を２か年かけて学ぶ講座を実施した。
対象：緑や花に関連する地域活動に興味があり、講座に全
回出席できる市内在住者

平成14年度

入門編
12～2月
応用実践編
5～7月

入門編
10

応用実践編
10

入門編
10

応用実践編
6

都市局
緑政課
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30 応急手当普及員講習

防災組織等において応急手当の指導を行うことができる人
材を養成するため、必要な指導技法や実技技能の習得を目
的とする講習を開催した。
対象：市内在住・在勤者

平成10年度
6月
7月
11月

3 54
消防局
救急課

31
応急手当インストラ
クター講習

市民対象の救命講習会において指導を行うことができる人
材を養成するため、指導員として必要な指導技法や実技技
能の習得を目的とする講習を開催した。
対象：応急手当普及員の有資格者

平成23年度
8月
12月

2 22
消防局
救急課

32 普通救命講習会
心肺蘇生法を実施できる人材を育成するため、市民に対し
て、普通救命講習会を開催した。
対象：市内在住、在勤、在学者

平成5年度 4～3月 553 8,528
消防局
救急課

33 上級救命講習会

心肺蘇生法および、怪我を負ったの際の応急手当が実施で
きる人材を育成するため、市民に対して、上級救命講習会
を開催した。
対象：市内在住、在勤、在学者

平成5年度 4～3月 39 799
消防局
救急課

34
絵本の読み聞かせボラ
ンティア養成講座

絵本の読み聞かせボランティアを養成するため、子どもの
発達にあわせた絵本の選び方や読み聞かせの方法を学ぶた
めの講座を開催した。
対象：20歳以上の市民の方

平成17年度 1月 1 30
教育委員会
生涯学習振興課

35
生涯学習センター指
導者養成事業

生涯学習センターにおいて、指導者の養成を図るため、生
涯学習指導者養成研修や生涯学習コーディネーター養成講
座、施設ボランティア養成講座等を開催した。
対象：市内在住・在勤・在学者

平成13年度 随時 32 736
教育委員会
生涯学習振興課
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36
加曽利貝塚解説ボラ
ンティア養成講座

博物館の施設及び展示の解説や体験学習の指導等を行うボ
ランティアの養成のため、必要な知識の習得を目的とした
講座を開催した。
対象：18歳以上の市内在住・在勤・在学者

平成15年度 10～12月 1 35
教育委員会
加曽利貝塚博物館

37
郷土博物館展示解説
ボランティア養成講
座

郷土博物館の展示解説を行うボランティアの養成のため、
必要な知識の習得を目的とした講座を開催した。
対象：18歳以上の市内在住・在勤・在学者

平成15年度 6～1月 6 33
教育委員会
郷土博物館

38
地域おはなしボラン
ティア養成講座

子ども読書活動推進計画の「ボランティア等との連携おは
なし会」を実施するボランティアを養成するため、読み聞
かせの方法や本の選び方などを学ぶ養成講座を開催した。
対象：講座に全回出席できる、読み聞かせ経験３年以上の
市民。

平成16年度 5～2月 1 18
教育委員会
中央図書館
情報資料課
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